
化振

Ｃ
　
事
　
業
　

興

コ
　
ス
　
ト

単位：千円

係

２７年度 ２８年度 ２９

1

年度 ３０年度 ２９年度

0

（決算） （決算） （決

6

算） （予算） 事業費内

1

訳

事業費　① 0 0 289 0 合計 289,040 円
委託料 257,040 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 使用料及び賃借料 32,000 円

一般財源 0 0 289 0

職員人件費　② 0 0 3,490 0

総事業費（①＋②） 0 0 3,779 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0

３１年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ

０

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

平

文化・芸術
施策体系

施

成

策の内容 鑑賞・体験の

２

機会づくり

目
　
　
　
的

９

　名誉市民である加藤

年

与五郎博士の記念事業

度

主
た
る
内
容

〇講演会及

評

びパネルディスカッシ

価

ョンの開催
を開催する

）

ことで、市民が科学に

刈

親しむ機会 　　テーマ

谷

　世界が変わる博士の

市

発明
を提供する。 　　

事

開催日　平成29年1

務

1月5日（日）
　　会

事

場　　産業振興センタ

業

ー

位
置
づ
け

関連計画

根

評

拠法令

対象者 対象者を

価

限定せず 事業期間 平成

シ

２９年度 ～ 平成２９年

ー

度

実施方法 □直営　■

ト

委託　□指定管理　□

（

補助・助成　□その他

様式１）

会計名 担当

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

部

績

２７年度実績 ２８年

市

度実績 ２９年度実績 ３

民

０年度計画

　 　 ・講演

活

会及びパネルディス　

動

　
　 　 　カッションの

部

開催 　
　 　 　
　 　 　
　

一

　　――――――― 　

般

　　――――――― 　

会

　　―――――――

　

計

白川英樹博士（200

加

0年ノーベル化学賞受

藤

賞）による講演会を開

与

催し、多くの児童生徒

五

及び市民に科学の楽し

郎

さを伝える

成果
ことが

没

できた。

　参加申込者

後

が予定より多く集まり

５

急遽サブ会場を開設し

０

たことから、今後同様

年

のイベントを開催する

記

場合は募集する人

数及

念

び広報の手段を精査す

事

る必要がある。
課題

指

業

標名称（単位）
実績値

担

目標値

２７年度 ２８年

当

度 ２９年度 ３０年度 ３

課

２年度

成果 来場者数（

文

人） ― ― 420 ― ―
指

化

標

指標
近隣市において

観

、加藤与五郎博士を記

光

念した事業は開催され

課

ていない。
他市との
比

款

較検証

項 目 担当係 文



振興係

10 6 1

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

平

　市民が科学に親しむ

成

とともに、郷土の偉人

３

について知る
・法的業

０

務
高い

機会を提供する

年

ことができた。
必要性

度

・市民ニーズ、社会需

（

要
・市民生活上必要で

平

ある　など

　蔵前工業

成

会と共催することで、

２

コストを削減するとと

９

も
・コストの節減、費

年

用対効果
普通

に、講師

度

の人選や連絡調整等を

評

効率よく進めることが

価

でき
効率性 ・執行体制

）

の効率性 た。
・手段の

刈

最適性　など

　広く市

谷

民に情報を提供し募集

市

できるため、市が主体

事

とな
・市が主体となっ

務

て実施する
普通

って実

事

施することは重要であ

業

る。
妥当性 　べき事業

評

であるか
・総合計画と

価

の整合性　など

　市民

シ

が科学に親しむととも

ー

に、郷土の偉人の業績

ト

につい

施策への ・施策

（

への貢献度
普通

て知る

様

機会を提供できたため

式

、施策へ貢献している

２

。
・目標達成度

貢献度

）

・市民サービスへの効

会

果　など

今後の方向性

計

□拡充　□現状維持　

名

□改善・効率化　□縮

担

小　■終期設定　□休

当

止・廃止

　記念事業と

部

して開催したため、今

市

年度のみの開催予定で

民

ある。

活動部

Ｃ
 

一

　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　

般

Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

会計
加藤与五郎没後５０年記念事業

担当課 文化観光課

款 項 目 担当係 文化



6

南市　補助金額　1,

1

755,000円
・刈谷市　補助金額　1,950,000円

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 6,982 2,150 2,150 0 合計 2,150,000 円
報償費 200,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 負担金、補助及び
交付金 1,950,000 円

一般財源 6,982 2,150 2,150 0

職員人件費　② 705 860 775 0

総事業費（①＋②） 7,687 3,010 2,925 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0

３１年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

０

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 教育文化

（

基本施策 文化・芸術
施

平

策体系
施策の内容 活動

成

の支援体制の充実

目
　

２

　
　
的

　様々な文化創

９

造活動を行う市民が所

年

属する

主
た
る
内
容

○刈

度

谷文化協会の事業及び

評

運営に対する補助
刈谷

価

文化協会を支援し、文

）

化創造活動への市 ○「

刈

わたしの刈谷展」入賞

谷

者の表彰
民の積極的な

市

参加を促す。

位
置
づ
け

事

関連計画 刈谷市文化振

務

興基本計画

根拠法令

対

事

象者 刈谷文化協会 事業

業

期間 ～

実施方法 ■直営

評

　□委託　□指定管理

価

　■補助・助成　□そ

シ

の他

ート （様式１）

会

Ｂ
　
事
　
業
　

計

実
　
績

２７年度実績 ２

名

８年度実績 ２９年度実

担

績 ３０年度計画

・刈谷

当

文化協会への団体補助

部

・刈谷文化協会への団

市

体補助 ・刈谷文化協会

民

への団体補助 ※文化芸

活

術団体育成事業に移
・

動

「わたしの刈谷展」受

部

賞作 ・「わたしの刈谷

一

展」受賞作 ・「わたし

般

の刈谷展」受賞作 　行

会

　品の報償金授与 　品

計

の報償金授与 　品の報

文

償金授与
・県文連西三

化

河部芸能大会へ
　の事

協

業補助

　多くの市民が

会

参加する市民文化祭の

育

開催を支援したことに

成

より、市民が文化芸術

事

に触れる機会を広く提

業

供することがで

成果
き

担

た。

　会員の高齢化及

当

び会員数の減少が顕著

課

であり、若年層の会員

文

を獲得していく必要が

化

ある。

課題

指標名称（

観

単位）
実績値 目標値

２

光

７年度 ２８年度 ２９年

課

度 ３０年度 ３２年度

活

款

動 刈谷文化協会が市民

項

に文化芸術へ触れる機

目

会を提供 ― 15 13 1

担

3 ―
指標 した回数（回

当

）
成果 日頃から文化や

係

芸術に親しんでいる市

文

民の割合（％ ― 44.

化

9 ― 49.0 ―
指標 ）

振

・安城市　補助金額　

興

1,700,000円

係

他市との ・岡崎市　補

1

助金額　1,800,

0

000円
比較検証 ・碧



1

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　様々な文化

平

創造活動を行う市民が

成

所属する刈谷文化協会

３

・法的業務
普通

を支援

０

することは、本市の文

年

化振興を図るためには

度

必要で
必要性 ・市民ニ

（

ーズ、社会需要 ある。

平

・市民生活上必要であ

成

る　など

　文化振興指

２

導員が事務局を取りま

９

とめており、事業運営

年

・コストの節減、費用

度

対効果
普通

や経理など

評

、適正に行われている

価

。
効率性 ・執行体制の

）

効率性
・手段の最適性

刈

　など

　文化活動団体

谷

の取りまとめ窓口とな

市

る文化協会を支援す
・

事

市が主体となって実施

務

する
普通

ることは妥当

事

である。
妥当性 　べき

業

事業であるか
・総合計

評

画との整合性　など

　

価

市民文化祭の開催を支

シ

援するほか、市民が積

ー

極的に文化

施策への ・

ト

施策への貢献度
高い

創

（

造活動に関わる機会を

様

設け、本市の文化振興

式

に寄与する
・目標達成

２

度 ことができた。
貢献

）

度 ・市民サービスへの

会

効果　など

今後の方向

計

性 □拡充　■現状維持

名

　□改善・効率化　□

担

縮小　□終期設定　□

当

休止・廃止

　今後も活

部

発な活動を継続するた

市

め、新規会員の獲得に

民

向けた方策を支援する

活

必要がある。

動部

一般

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　

会

Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　

計

価
　
∨

文化協会育成事業
担当課 文化観光課

款 項 目 担当係 文化振興係

10 6



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 1,300 0 合計 1,300,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 1,300,000 円

一般財源 0 0 1,300 0

職員人件費　② 0 0 3,490 0

総事業費（①＋②） 0 0 4,790 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0

３１年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

全国アマチュアオーケストラフェスティバ

ル開催事業

平成３０

Ｐ

年

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

度

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

（

　
業
　
概
　
要

総合計画

平

分野 教育文化

基本施策

成

文化・芸術
施策体系

施

２

策の内容 活動の支援体

９

制の充実

目
　
　
　
的

　

年

全国規模のオーケスト

度

ラフェスティバルの

主

評

た
る
内
容

〇第45回全

価

国アマチュアオーケス

）

トラフェス
開催を支援

刈

することで、「音楽の

谷

あるまち　 　ティバル

市

刈谷大会の開催
かりや

事

」としてのまちづくり

務

に寄与する。 　　開催

事

日　平成29年7月2

業

8日（金）～30日　

評

　　　　　　（日）
　

価

　会場　　総合文化セ

シ

ンター

位
置
づ
け

関連計

ー

画 刈谷市文化振興基本

ト

計画

根拠法令

対象者 対

（

象者を限定せず 事業期

様

間 平成２９年度 ～ 平成

式

２９年度

実施方法 □直

１

営　□委託　□指定管

）

理　■補助・助成　□

会

その他

計名 担当部 市民活

Ｂ
　
事
　
業

動

　
実
　
績

２７年度実績

部

２８年度実績 ２９年度

一

実績 ３０年度計画

　 　

般

・オーケストラフェス

会

ティバ 　
　 　 　ルの開

計

催 　
　 　 　
　 　 　
　　

担

　――――――― 　　

当

　――――――― 　　

課

　―――――――

　全

文

国レベルの文化芸術を

化

体験する機会を提供し

観

たことで、来場された

光

市民の教養を高めるこ

課

とができた。

成果

　入

款

場者数が想定より下回

項

ったため、今後、同様

目

のイベントを開催する

担

場合は、周知方法等を

当

検討する必要がある。

係

課題

指標名称（単位）

文

実績値 目標値

２７年度

化

２８年度 ２９年度 ３０

振

年度 ３２年度

成果 来場

興

者数（人） ― ― 632

係

― ―
指標

指標
本市レベ

1

ルの地方都市でのフェ

0

スティバル開催事例は

6

ない。
他市との
比較検

1

証



オーケストラフェスティバ

ル開催事業

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点

平

からの評価 評価の理由

成

　市民に全国レベルの

３

文化芸術に触れる機会

０

を提供し、文
・法的業

年

務
普通

化芸術における

度

教養を高めることがで

（

きた。
必要性 ・市民ニ

平

ーズ、社会需要
・市民

成

生活上必要である　な

２

ど

　会場費相当額を開

９

催市負担金として支払

年

っているが、入
・コス

度

トの節減、費用対効果

評

低い
場者数が期待を下

価

回ったため、費用対効

）

果及び効率性が高
効率

刈

性 ・執行体制の効率性

谷

いとは言えない。
・手

市

段の最適性　など

　市

事

民が気軽に音楽に触れ

務

る機会をつくることが

事

できたた
・市が主体と

業

なって実施する
普通

め

評

、市が主体となって実

価

施することは意味があ

シ

る。
妥当性 　べき事業

ー

であるか
・総合計画と

ト

の整合性　など

　刈谷

（

市文化振興基本計画に

様

ある「音楽のあるまち

式

　かり

施策への ・施策

２

への貢献度
高い

や」を

）

実現するための1つの

会

手段となるため、この

計

ようなイ
・目標達成度

名

ベントは施策への貢献

担

度は高い。
貢献度 ・市

当

民サービスへの効果　

部

など

今後の方向性 □拡

市

充　□現状維持　□改

民

善・効率化　□縮小　

活

■終期設定　□休止・

動

廃止

　今年度のみの開

部

催であるため、今後の

一

開催は未定である。

般会計 担

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　

当

Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧

課

　
評
　
価
　
∨

文化観光課

款 項 目 担当係 文化振興係

10 6 1

全国アマチュア
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Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 55,682 1,356,538 1,111,853 合計 1,356,537,880 円
委託料 20,995,200 円

財
　
源

特定財源 0 45,041 1,259,003 598,000 工事請負費 1,334,051,600 円
負担金、補助及び

一般財源 0 10,641 97,535 513,853 交付金 1,491,080 円

職員人件費　② 0 1,329 8,142 468

総事業費（①＋②） 0 57,011 1,364,680 1,112,321

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 2,524,073 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 1,412,220 社会資本整備総合交付金
亀城公園等整備基金繰入金

３１年度以降の事業費見込 0 歴史博物館建設事業債

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

０

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 教育文

（

化

基本施策 歴史・文化

平

財
施策体系

施策の内容

成

歴史博物館の整備

目
　

２

　
　
的

　歴史、考古、

９

民俗等に関する資料を

年

収集し､

主
た
る
内
容

　

度

本市の歴史資料や文化

評

財を適切に保存・管
貴

価

重な文化的遺産の散逸

）

を防ぎ、後世に残す 理

刈

し、展示・活用するこ

谷

とができるよう歴史
と

市

ともに広く一般公開し

事

、歴史研究の一助と 博

務

物館を整備する。
する

事

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

業

谷市文化振興基本計画

評

、刈谷市歴史博物館基

価

本計画

根拠法令 博物館

シ

法、公文書館法、文化

ー

財保護法

対象者 対象者

ト

を限定せず 事業期間 平

（

成２２年度 ～ 平成３０

様

年度

実施方法 ■直営　

式

■委託　□指定管理　

１

□補助・助成　□その

）

他

会計名 担当部 市民

Ｂ
　
事
　
業
　
実

活

　
績

２７年度実績 ２８

動

年度実績 ２９年度実績

部

３０年度計画

　 ・建設

一

工事 ・建設工事 ・建設

般

工事
　 ・工事監理 ・工

会

事監理 ・工事監理
　 ・

計

展示・収蔵庫設置 ・展

歴

示・収蔵庫設置
　 ・植

史

栽工事
　　　――――

博

――― ・外構工事

・建

物

物工事を進めた。

成果

館

・有識者、関係団体へ

建

のヒアリングを適宜実

設

施した。

・施工業者、

事

工事監理業者、市によ

業

る定例会議を毎週また

担

は隔週で実施した。

・

当

文化庁や関係団体等へ

課

のヒアリング結果を反

文

映させるための庁内の

化

意思決定や施工業者へ

観

の周知に時間を要した

光

。

・各種工事や委託業

課

務が同時進行していく

款

中で、調整が難しいこ

項

とがあった。
課題

指標

目

名称（単位）
実績値 目

担

標値

２７年度 ２８年度

当

２９年度 ３０年度 ３２

係

年度

成果 建設工事進捗

文

率（％） ― 1.9 70

化

.0 100.0 ―
指標

財

活動
指標

・県内の公開

係

承認施設　 7館
他市

1

との ・県内の登録博物

0

館数　33館
比較検証



14

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　現在の郷

平

土資料館は文化財の保

成

存・展示施設としては

３

規
・法的業務

高い
模・

０

設備的に不十分であり

年

建設の必要がある。公

度

文書館・
必要性 ・市民

（

ニーズ、社会需要 展示

平

・埋蔵文化財センター

成

・祭り会館の各機能を

２

一体にし
・市民生活上

９

必要である　など た施

年

設とすることで、資料

度

保存と市内外への公開

評

を両立さ
せることがで

価

きる。
　建物実施設計

）

・展示実施設計は、競

刈

争入札で設計業者を
・

谷

コストの節減、費用対

市

効果
普通

選定すること

事

で、コストを節減しつ

務

つ最適な業者を選定す

事

効率性 ・執行体制の効

業

率性 ることができた。

評

・手段の最適性　など

価

　市民の財産である文

シ

化財を多数保存する施

ー

設であること
・市が主

ト

体となって実施する
高

（

い
から、市が主体とな

様

るべき事業である。
妥

式

当性 　べき事業である

２

か
・総合計画との整合

）

性　など

　市民が気軽

会

に立ち寄れる歴史博物

計

館を設計することで、

名

施策への ・施策への貢

担

献度
高い

郷土の歴史文

当

化への興味を喚起する

部

ことができる。
・目標

市

達成度 　また、公開承

民

認施設を目指すことで

活

、国宝や重要文化財
貢

動

献度 ・市民サービスへ

部

の効果　など を見学出

一

来る機会を増やし、市

般

民の歴史に対する関心

会

に応
えることができる

計

。

今後の方向性 □拡充

歴

　■現状維持　□改善

史

・効率化　□縮小　□

博

終期設定　□休止・廃

物

止

・引き続き利便性・

館

機能性・コストに配慮

建

した建物を目指す。（

設

平成30年度開館予定

事

）
・より魅力ある博物

業

館とするため、開館後

担

の事業を具体化する。

当課 文化

Ｃ
 
　
Ｈ
 

観

　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　

光

∧
　
評
　
価
　
∨

課

款 項 目 担当係 文化財係

10 6



係

作業　6日間
・ナラ枯

1

れ被害木等処理
　　被

0

害木伐採　17本
・東

6

側丘陵地のナラ枯れ被

2

害木を伐採し、ナラ枯れが見られなり、水源としての機能を回復した。

成果
・除草作業には地元「小堤西池のカキツバタを守る会」のほか、企業ボランティアをはじめ多くの市民が参加した。

・カキツバタ開花期には、以前に比べ開花エリアに広がりが出て、花の数も増えてきたと来場者より評価を得た。

・池の水源となる東側丘陵地に、その地下水を吸い上げてしまう竹が増殖しているため、東側丘陵地をどう管理していく

かが課題となっている。
課題

・地球温暖化などの影響により、池及び東側丘陵地の環境が変化しつつあり、動植物の種類が減少しつつある。

指標名称（単位）
実績値 目標値

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３２年度

活動 ボランティア参加数（人） 209 192 263 270 270
指標
成果 見学者数（人） 7,628 8,638 9,998 10,000 10,000
指標

・知立市の八橋のかきつばたは生育不良に陥っており、再生している最中である。
他市との ・豊橋市「葦毛湿原」
比較検証 　　保存会ボランティア参加数（平成29年　延べ691人　冬季25日間程度）

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決算） （決算） （決算） （予

Ｄ

算） 事業費内訳

事業費

　

　① 6,527 5,9

　

34 7,817 7,6

　

57 合計 7,817,

Ｏ

299 円
報償費 22

　

7,060 円

財
　
源

　

特定財源 0 0 0 0 需用

∧

費 751,098 円

　

委託料 6,813,0

　

61 円

一般財源 6,

実

527 5,934 7,

　

817 7,657 使用

　

料及び賃借料 26,0

施

80 円

職員人件費　

　

② 2,507 1,87

　

6 2,792 1,48

∨

2

総事業費（①＋②） 9,034 7,810 10,609 9,139

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0

３１年度以降の事業費見込 0

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ

０

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 教

（

育文化

基本施策 歴史・

平

文化財
施策体系

施策の

成

内容 文化財の保護・伝

２

承・活用

目
　
　
　
的

　

９

国指定天然記念物であ

年

る小堤西池カキツバ

主

度

た
る
内
容

○保存対策調

評

査委員会において植生

価

調査・保
タ群落の保護

）

増殖を図るため、調査

刈

を含めた 　護対策を行

谷

う。
各種保護対策を実

市

施し、植生を適切な状

事

態に ○調査委員会の指

務

導に基づき、小堤西池

事

の水
保つ。 　質水位の

業

継続した調査を行う。

評

○カキツバタ保護増殖

価

のために池や東側丘陵

シ

　地の除草や清掃等の

ー

業務を行う。
○カキツ

ト

バタ開花期における、

（

警備や駐車場
　案内等

様

の業務を行う。

位
置
づ

式

け

関連計画 小堤西池カ

１

キツバタ群落保存管理

）

計画

根拠法令 文化財保

会

護法

対象者 対象者を限

計

定せず 事業期間 ～

実施

名

方法 ■直営　■委託　

担

□指定管理　□補助・

当

助成　■その他

部 市民活動部

一般

Ｂ

会

　
事
　
業
　
実
　
績

２７

計

年度実績 ２８年度実績

国

２９年度実績 ３０年度

指

計画

・保存対策調査委

定

員会開催　 ・保存対策

文

調査委員会開催　 ・「

化

小堤西池カキツバタ群

財

落 ・保存対策調査委員

保

会開催　
　2回 　2回

護

　保存管理計画」の改

増

定 　2回
・水質調査　

殖

月1回 ・水質調査　月

事

1回 ・保存対策調査委

業

員会開催　 ・水質調査

担

　月1回
・水位調査　

当

月1回程度 ・水位調査

課

　月1回程度 　2回 ・

文

水位調査　月1回程度

化

・除草、清掃作業　6

観

日間 ・除草、清掃作業

光

　6日間 ・「湿地サミ

課

ット」の開催 ・除草、

款

清掃作業　6日間
・ナ

項

ラ枯れ被害木等処理 ・

目

ナラ枯れ被害木等処理

担

・水質調査　月1回
　

当

　被害木伐採　15本

係

　 　　被害木伐採　1

文

6本 ・水位調査　月1

化

回程度
・カキツバタ遺

財

伝子調査 ・除草、清掃



1

　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　

0

∨

6 2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　文化

平

財保護法において、国

成

指定天然記念物の保護

３

は法的
・法的業務

高い

０

業務である。
必要性 ・

年

市民ニーズ、社会需要

度

　また、カキツバタは

（

刈谷市の花で市民にも

平

馴染みが深い
・市民生

成

活上必要である　など

２

ことから、保護増殖を

９

図る必要がある。

　地

年

元有志による守る会に

度

日常管理を委託する体

評

制を取っ
・コストの節

価

減、費用対効果
普通

て

）

おり、直営で実施する

刈

よりもコストが節減で

谷

き、継続的
効率性 ・執

市

行体制の効率性 かつ効

事

果的な保護活動が可能

務

である。市民協働の点

事

からも
・手段の最適性

業

　など 手段は最適であ

評

る。

　国指定の文化財

価

であるので、国、県と

シ

の調整が必要であ
・市

ー

が主体となって実施す

ト

る
高い

るとともに、調

（

査委員会、守る会との

様

連携も必要であるた
妥

式

当性 　べき事業である

２

か め、市が主体となっ

）

て実施すべき事業であ

会

る。また総合計
・総合

計

計画との整合性　など

名

画でも、カキツバタ群

担

落の保存を掲げており

当

、本事業の実
施は妥当

部

である。
　開花時期に

市

はメディアにも取り上

民

げられ、市の魅力向上

活

施策への ・施策への貢

動

献度
普通

に繋がってい

部

る。また、地元の守る

一

会をはじめとする市民

般

・目標達成度 の保護へ

会

の意識も向上している

計

。
貢献度 ・市民サービ

国

スへの効果　など

今後

指

の方向性 □拡充　■現

定

状維持　□改善・効率

文

化　□縮小　□終期設

化

定　□休止・廃止

・保

財

存対策調査委員会によ

保

る調査・研究の成果を

護

カキツバタ群落の保護

増

施策に反映するととも

殖

に、地域住民によって

事

組織される守る会及び

業

ボランティアと一体と

担

なって保護事業を継続

当

する。
・より多くの人

課

に国指定天然記念物を

文

見学していただくとと

化

もに、環境保護活動の

観

意識向上が図れるよう

光

、豊富な自
然環境が維

課

持されていることの啓

款

発を今後も推進する。

項

・池の水源確保や外来

目

種の増加に対しては、

担

保存対策調査委員会や

当

守る会と対策を協議し

係

ていく。

文化財

Ｃ

係

 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 



化

が、市内の方からのガ

財

イドの依頼数が減少傾

係

向にある。

・フローラ

1

ルガーデンよさみでの

0

イベントとガイドボラ

6

ンティアとの連携を一

2

層強化する必要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３２年度

活動 ガイドボランティア会員数（人） 43 43 44 45 47
指標
成果 ガイド申込者数（人） 3,112 2,594 1,917 2,000 2,200
指標

依佐美送信所記念館と同じく産業をテーマとしている豊田市産業とくらし発見館においては、ボランティア
他市との によるガイドは実施していない。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 243 145 100 950 合計 100,000 円
委託料 100,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 243 145 100 950

職員人件費　② 235 391 388 780

総事業費（①＋②） 478 536 488 1,730

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0

３１年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　

０

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 歴

平

史・文化財
施策体系

施

成

策の内容 文化財の保護

２

・伝承・活用

目
　
　
　

９

的

　市内外の来館者に

年

依佐美送信所の歴史と

度

展

主
た
る
内
容

○館内ガ

評

イド業務の実施
示機器

価

の機能や構造を学ぶ機

）

会を提供し、無 ○機器

刈

説明等
線通信への親し

谷

みと理解を深め、貴重

市

な産業
遺産としての価

事

値を後世に伝える。

位

務

置
づ
け

関連計画 刈谷市

事

文化振興基本計画

根拠

業

法令  

対象者 対象者を

評

限定せず 事業期間 平成

価

２０年度 ～

実施方法 □

シ

直営　■委託　□指定

ー

管理　□補助・助成　

ト

□その他

（様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　

担

業
　
実
　
績

２７年度実

当

績 ２８年度実績 ２９年

部

度実績 ３０年度計画

・

市

ガイドボランティアに

民

よる ・ガイドボランテ

活

ィアによる ・ガイドボ

動

ランティアによる ・ガ

部

イドボランティアによ

一

る
　館内ガイドの実施

般

　館内ガイドの実施 　

会

館内ガイドの実施 　館

計

内ガイドの実施
・入館

依

者数　37,924人

佐

・入館者数　39,1

美

59人 ・入館者数　3

送

1,930人 ・入館者

信

数　約30,000人

所

・ボランティアガイド

記

・ボランティアガイド

念

・ボランティアガイド

館

・ボランティアガイド

ガ

  132件　3,1

イ

12人   123件　

ド

2,594人   11

事

4件　1,917人  

業

 120件　2,00

担

0人

・記念館には無線

当

通信に詳しい方もそう

課

でない方も来館される

文

が、ガイドがあること

化

でそのどちらにも対応

観

することがで

成果
き好

光

評価を得ており、テレ

課

ビ、広報紙等の取材に

款

も対応した。

・県外か

項

らは、ツアー客を含め

目

多くの来館者を集め、

担

刈谷の魅力のアピール

当

に繋げることができた

係

。

・他市町村からのガ

文

イド依頼は一定数ある



財

パネルの色あせなどが

係

みられ、ハード面の再

1

整備も部分的に必要と

0

な
ってきている。

6 2

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　

平

「依佐美の鉄塔」が建

成

っていた当時を記憶し

３

ている市民
・法的業務

０

普通
も多く、送信所で

年

どのようなことが行わ

度

れていたのかを説
必要

（

性 ・市民ニーズ、社会

平

需要 明することで、刈

成

谷の歴史に対する理解

２

を深める。
・市民生活

９

上必要である　など 　

年

ガイドボランティアと

度

協働することで、地域

評

からも愛さ
れる記念館

価

運営となっている。
　

）

ガイドボランティアの

刈

会に委託することで、

谷

低いコスト
・コストの

市

節減、費用対効果
高い

事

でガイド事業を実施し

務

ている。
効率性 ・執行

事

体制の効率性 　ガイド

業

事業の計画や反省もガ

評

イドボランティアの会

価

自身
・手段の最適性　

シ

など が行っており、業

ー

者委託や直営よりも効

ト

率的な運営が行わ
れて

（

いる。
　依佐美送信所

様

記念館の施設管理は、

式

指定管理者によって
・

２

市が主体となって実施

）

する
普通

行われている

会

が、ガイド事業は専門

計

性が求められることか

名

妥当性 　べき事業であ

担

るか ら、指定管理者に

当

よる運営は難しい。自

部

主的に活動してい
・総

市

合計画との整合性　な

民

ど るボランティアに対

活

し、ガイドを委託する

動

体制は有効であ
る。
　

部

依佐美送信所記念館は

一

、開館以来多くの賞を

般

受賞してい

施策への ・

会

施策への貢献度
高い

る

計

。そのため市外・県外

依

からの来館者も多く、

佐

機械ではな
・目標達成

美

度 く人による案内があ

送

ることで刈谷の貴重な

信

文化資源のＰＲ
貢献度

所

・市民サービスへの効

記

果　など が効果的に行

念

われ、刈谷市の知名度

館

向上に繋がっている。

ガ

今後の方向性 □拡充　

イ

■現状維持　□改善・

ド

効率化　□縮小　□終

事

期設定　□休止・廃止

業

・現在は、依佐美送信

担

所に詳しい方がボラン

当

ティアとして在籍して

課

いるため、当時の記憶

文

がガイドに活かされて

化

いる
が、解体から歳月

観

が経つにつれ記憶が風

光

化していくことから、

課

資料化して伝えていく

款

などの取組が早急に必

項

要である
。ガイドボラ

目

ンティア内で自発的に

担

これらの活動が行われ

当

ており、市はサポート

係

を行っていく。
・平成

文

29年度には開館から

化

10年が経過し、写真



6

標値

２７年度 ２８年度

2

２９年度 ３０年度 ３２年度

活動 修復文化財数（点） 1 0 2 1 1
指標
活動 複製製作文化財数（点） 2 2 0 1 0
指標

豊田市では、27年度は2点、28年度は2点、29年度は１点の修復を行い、その他28年度には1点複製を製作し
他市との た。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,256 4,052 2,198 8,100 合計 2,197,520 円
委託料 1,847,600 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 工事請負費 349,920 円

一般財源 2,256 4,052 2,198 8,100

職員人件費　② 470 782 775 273

総事業費（①＋②） 2,726 4,834 2,973 8,373

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0

３１年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

０

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 教育文化

（

基本施策 歴史・文化財

平

施策体系
施策の内容 文

成

化財の保護・伝承・活

２

用

目
　
　
　
的

　文化財

９

の修復及び複製を製作

年

することで、

主
た
る
内

度

容

○市指定文化財を始

評

めとした文化財の修復

価

文化財の保存を図る。

）

また、市民の文化財に

刈

○刈谷市に関係のある

谷

文化財の複製製作
対す

市

る興味関心を高めるた

事

め、歴史博物館で
の展

務

示活用を図る。

位
置
づ

事

け

関連計画 刈谷市文化

業

振興基本計画、刈谷市

評

歴史博物館基本計画

根

価

拠法令 文化財保護法、

シ

刈谷市文化財保護条例

ー

対象者 対象者を限定せ

ト

ず 事業期間 平成２６年

（

度 ～

実施方法 □直営　

様

■委託　□指定管理　

式

□補助・助成　□その

１

他

）

会計名 担当部 市

Ｂ
　
事
　
業
　
実

民

　
績

２７年度実績 ２８

活

年度実績 ２９年度実績

動

３０年度計画

・「華陽

部

院画像」の複製製作 ・

一

「伝通院調度品」の複

般

製製 ・「肴町の山車」

会

の台輪の修 ・歴史の小

計

径案内板の張替
・「伝

文

通院像」（松本市玄向

化

　作 　復 ・「刈谷町鳥

財

瞰図」の修復
　寺所蔵

保

）の複製製作 ・「水野

存

忠政画像」（名古屋 ・

整

「亀城小学校額絵」の

備

修復 ・「細井広沢扁額

事

」の複製製
・「豊臣秀

業

吉書状」の修復 　市博

担

物館所蔵）の複製製作

当

・出土土器復元及び彩

課

色 　作
　 ・市指定史跡

文

｢椎の木屋敷跡｣ ・泉

化

田古墳出土遺物の保存

観

処
　への防犯灯設置工

光

事 　理
・市指定史跡「

課

椎の木屋敷　
　跡」外

款

灯ＬＥＤ取替え工事

・

項

「肴町の山車」の台輪

目

を修復し、活用可能な

担

状態とした。

成果
・「

当

亀城小学校額絵」の修

係

復、及び出土土器の復

文

元により、展示公開が

化

可能な状態にした。

・

財

椎の木屋敷跡に防犯灯

係

を設置し、夜間の安全

1

性を高めた。

課題

指標

0

名称（単位）
実績値 目



2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　市民の財産

平

である文化財を保護保

成

存することは、文化財

３

・法的業務
普通

保護法

０

に規定されている法的

年

業務である。
必要性 ・

度

市民ニーズ、社会需要

（

・市民生活上必要であ

平

る　など

　文化財の修

成

復には取扱いに習熟し

２

ている専門業者への委

９

・コストの節減、費用

年

対効果
普通

託が不可欠

度

であるが、修復方法に

評

ついては市の学芸員と

価

と
効率性 ・執行体制の

）

効率性 もに調査・検討

刈

することで、より効果

谷

的な方法で実施した｡

市

・手段の最適性　など

事

　文化財は未来の市民

務

へ繋いでいくべきもの

事

であり、市の
・市が主

業

体となって実施する
高

評

い
事業として実施すべ

価

きものである。
妥当性

シ

　べき事業であるか
・

ー

総合計画との整合性　

ト

など

　修復や複製を製

（

作することで、歴史博

様

物館等の施設での

施策

式

への ・施策への貢献度

２

高い
公開が可能となり

）

、文化財の活用を図る

会

ことができる。
・目標

計

達成度
貢献度 ・市民サ

名

ービスへの効果　など

担

今後の方向性 □拡充　

当

■現状維持　□改善・

部

効率化　□縮小　□終

市

期設定　□休止・廃止

民

・損傷が激しい文化財

活

については、今後とも

動

適宜修復を行っていく

部

。

一般会

Ｃ
 
　
Ｈ

計

 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 

文

　
∧
　
評
　
価
　
∨

化財保存整備事業
担当課 文化観光課

款 項 目 担当係 文化財係

10 6



0

品の販売数が伸び悩ん

6

でいる。

課題

指標名称

2

（単位）
実績値 目標値

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３２年度

成果 頒布部数（部） 159 61 34 ― ―
指標
活動 刈谷のＰＲのため、ＤＶＤを会議等の場で活用・広 11 12 10 ― ―
指標 報した回数（回）

・郷土の偉人・文化人等を紹介するアニメＤＶＤを作成している近隣市として、その事業実施方法、レベル
他市との 及び作成費用等を検証し、参考とした。
比較検証 ・検証先・・・豊田市視聴覚ライブラリー『とよたの人物記』

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 4,333 10,648 13,016 0 合計 13,015,857 円
委託料 13,015,857 円

財
　
源

特定財源 4,159 61 32 0

一般財源 174 10,587 12,984 0

職員人件費　② 2,037 1,172 1,163 0

総事業費（①＋②） 6,370 11,820 14,179 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0 冊子等頒布収入

３１年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

０

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 教育文

（

化

基本施策 歴史・文化

平

財
施策体系

施策の内容

成

歴史の啓発

目
　
　
　
的

２

　刈谷市にゆかりのあ

９

る人物や祭りを広く市

年

主
た
る
内
容

○刈谷偉人

度

小伝の作成
内外に紹介

評

し、顕彰する。歴史博

価

物館での活 ○刈谷の祭

）

映像の作成
用や、小中

刈

学生の歴史教材とする

谷

等、様々な
分野で刈谷

市

市の歴史文化や魅力を

事

ＰＲするこ
とができる

務

啓発促進手段の一つと

事

する。

位
置
づ
け

関連計

業

画 刈谷市歴史博物館基

評

本計画、刈谷市文化振

価

興基本計画

根拠法令

対

シ

象者 対象者を限定せず

ー

事業期間 平成２０年度

ト

～ 平成２９年度

実施方

（

法 □直営　■委託　□

様

指定管理　□補助・助

式

成　□その他

１）

会計名 担当部

Ｂ
　

市

事
　
業
　
実
　
績

２７年

民

度実績 ２８年度実績 ２

活

９年度実績 ３０年度計

動

画

・「徳川家康の生母

部

・於大」 ・偉人小伝「

一

刈谷藩三家老事 ・偉人

般

小伝「石田退三」、 　

会

　の頒布開始及び増版

計

　件」、「大野一族三

刈

代記」 　「高野鎮雄」

谷

の作成 　
・偉人小伝「

偉

松平定政」、　 　の作

人

成 ・「戦国時代の水野

伝

氏」、　 　
　「大中肇

等

」の作成 ・「徳川家康

制

の生母・於大」 　「刈

作

谷ものがたり」映像の

事

　
・「豊田佐吉と喜一

業

郎」の紙 　の紙芝居の

担

作成 　作成 　　　――

当

―――――
　芝居の作

課

成 ・刈谷の祭映像の作

文

成 ・偉人伝再生機再生

化

回数計測
　機能の作成

観

・紙芝居を幼稚園・保

光

育園、小学校等に配付

課

した結果、子どもたち

款

に刈谷の偉人について

項

広く伝えることができ

目

た。

成果
・刈谷偉人小

担

伝を2作品と『戦国時

当

代の水野氏』『刈谷も

係

のがたり』映像を作成

文

することにより、平成

化

30年度の歴史博物

館

財

の開館に向け準備を整

係

えることができた。

・

1

これまで作成した6作



6 2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　史跡めぐ

平

りへの応募者数を見て

成

も、郷土の歴史に対す

３

る
・法的業務

普通
関心

０

は高く、郷土の偉人を

年

顕彰する事業はニーズ

度

がある。
必要性 ・市民

（

ニーズ、社会需要 　小

平

中学校に配付し教育的

成

利用を促すことで、郷

２

土学習に
・市民生活上

９

必要である　など も役

年

立っている。

　偉人小

度

伝は2作品を同時進行

評

で作成することで、取

価

材・撮
・コストの節減

）

、費用対効果
普通

影・

刈

音入れ等にかかるコス

谷

トや時間を節減するこ

市

とができ
効率性 ・執行

事

体制の効率性 た。
・手

務

段の最適性　など

　小

事

中学校での積極的な活

業

用を促すことにより、

評

教育的効
・市が主体と

価

なって実施する
普通

果

シ

が期待できる。
妥当性

ー

　べき事業であるか 　

ト

図書館等の施設でのＤ

（

ＶＤの公開・貸出のほ

様

か、市の行
・総合計画

式

との整合性　など 事等

２

に活用することで郷土

）

の歴史に対する認知度

会

の向上を
図ることがで

計

きる。
　魅力発信事業

名

関連の各種イベント等

担

で上映し、幅広い世

施

当

策への ・施策への貢献

部

度
高い

代の市民の目に

市

触れる機会を創出した

民

。
・目標達成度 　郷土

活

の偉人を通して歴史文

動

化を啓発することで、

部

郷土愛
貢献度 ・市民サ

一

ービスへの効果　など

般

の育成に寄与すること

会

ができた。

今後の方向

計

性 □拡充　□現状維持

刈

　□改善・効率化　□

谷

縮小　□終期設定　■

偉

休止・廃止

・これまで

人

に作成した刈谷偉人伝

伝

、刈谷偉人小伝、刈谷

等

偉人伝紙芝居、祭り映

制

像等は歴史博物館を中

作

心に活用してい
く。

事業
担当

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　

課

Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧

文

　
評
　
価
　
∨

化観光課

款 項 目 担当係 文化財係

10



2

必要である。

・観光案内所は、設置場所を踏まえ、周辺の環境を生かして、より充実した情報発信やサービスの提供ができるよう運営
課題

方法を検討する必要がある。

指標名称（単位）
実績値 目標値

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３２年度

成果 オアシス館刈谷来場者数（人） 779,700 634,500 546,400 680,000 680,000
指標
成果 観光案内所来場者数（人） 15,258 14,794 17,600 18,000 19,000
指標

・他市に類似の施設がないため比較できない。
他市との ・近隣市では、岡崎市、西尾市、安城市、高浜市、知立市、大府市が観光案内所を設置している。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 771 998 720 0 合計 719,919 円
需用費 103,023 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 使用料及び賃借料 616,896 円

一般財源 771 998 720 0

職員人件費　② 1,959 2,735 931 0

総事業費（①＋②） 2,730 3,733 1,651 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累

Ｄ

積事業費 0

３１年度以

　

降の事業費見込 0

　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

０

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 産業振興

基

（

本施策 観光
施策体系

施

平

策の内容 「ふるさと刈

成

谷」の魅力向上と発信

２

目
　
　
　
的

　刈谷市及

９

び衣浦定住自立圏域市

年

町の観光情

主
た
る
内
容

度

○オアシス館刈谷の展

評

示物品の変更や修繕及

価

報発信拠点として、刈

）

谷ハイウェイオアシス

刈

　び管理
内にあるオア

谷

シス館刈谷を充実させ

市

る。 ○刈谷駅前観光案

事

内所の管理
　また、刈

務

谷駅前観光案内所にお

事

いて、観光
客やビジネ

業

ス客への総合的な案内

評

と観光情報
の紹介、自

価

転車の無料レンタル等

シ

を行うこと
により、観

ー

光客の増加を図るため

ト

の環境を整
える。

位
置

（

づ
け

関連計画 第2次刈

様

谷市観光推進基本計画

式

根拠法令  

対象者 対象

１

者を限定せず 事業期間

）

平成１６年度 ～

実施方

会

法 ■直営　□委託　□

計

指定管理　□補助・助

名

成　□その他

担当部 市民活動部

Ｂ
　

一

事
　
業
　
実
　
績

２７年

般

度実績 ２８年度実績 ２

会

９年度実績 ３０年度計

計

画

・展示用器具修繕 ・

観

展示用器具修繕 ・展示

光

用器具修繕 ※観光施設

Ｐ

等管理事業に移行
・観

Ｒ

光案内所仮設建物借上

施

・観光案内所仮設建物

設

借上 ・観光案内所仮設

管

建物借上

・オアシス館

理

刈谷の管理を適正に実

事

施することにより、刈

業

谷ハイウェイオアシス

担

の多くの来場者に対し

当

、刈谷市を含む衣

成果

課

浦定住自立圏域市町の

文

観光情報を積極的に発

化

信することができた。

観

・刈谷駅北口広場に観

光

光案内所を設置するこ

課

とにより、市内及び定

款

住自立圏域の観光案内

項

、みやげ品の販売、レ

目

ンタサイ

クル及び超小

担

型ＥＶの貸し出しサー

当

ビス等を提供するため

係

の環境を整えることが

観

できた。

・オアシス館

光

刈谷は、多くの来場者

係

に対し効果的な情報発

7

信を行うためにも、定

1

期的なリニューアルが



Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　刈谷ハイウェ

平

イオアシスは、市内外

成

から多くの観光客が
・

３

法的業務
高い

訪れるこ

０

とから、オアシス館刈

年

谷の展示内容の充実は

度

、衣
必要性 ・市民ニー

（

ズ、社会需要 浦定住自

平

立圏域市町の情報発信

成

に寄与し、観光振興の

２

ため
・市民生活上必要

９

である　など に必要で

年

ある。また、乗降客数

度

の多い刈谷駅前でおも

評

てな
しを行う観光案内

価

所も同様である。
　施

）

設の管理運営を刈谷ハ

刈

イウェイオアシス内で

谷

一括して
・コストの節

市

減、費用対効果
普通

行

事

うことにより、事業運

務

営と展示内容の更新等

事

をそれぞれ
効率性 ・執

業

行体制の効率性 効率的

評

に実施できる体制が整

価

っている。
・手段の最

シ

適性　など 　また、観

ー

光案内所は、観光協会

ト

と役割を分担して取り

（

組
むことにより最適な

様

設置・運営体制を実現

式

している。
　地域の活

２

性化のためには、観光

）

振興が必要であり、市

会

全
・市が主体となって

計

実施する
高い

体の魅力

名

を発信するための環境

担

整備は、行政がその役

当

割を
妥当性 　べき事業

部

であるか 果たすことが

市

妥当である。
・総合計

民

画との整合性　など

　

活

オアシス館刈谷は県内

動

有数の観光客数を誇る

部

刈谷ハイウ

施策への ・

一

施策への貢献度
高い

ェ

般

イオアシス内という立

会

地により、広く効果的

計

に情報発信
・目標達成

観

度 を行うことができ、

光

施策に貢献している。

Ｐ

貢献度 ・市民サービス

Ｒ

への効果　など 　また

施

、乗降客数の多い刈谷

設

駅前で情報発信等に取

管

り組む
観光案内所も同

理

様である。

今後の方向

事

性 □拡充　■現状維持

業

　□改善・効率化　□

担

縮小　□終期設定　■

当

休止・廃止

・衣浦定住

課

自立圏域市町と連携し

文

、オアシス館刈谷を積

化

極的に活用するととも

観

に、効果的な情報発信

光

のため、オアシ
ス館刈

課

谷の展示内容の充実及

款

び定期的な更新を行う

項

。
・観光案内所につい

目

ては、刈谷駅北地区整

担

備事業の推進に伴い、

当

産業振興センター1階

係

に移設したため、当該

観

施設内で
運営している

光

間は行政によるハード

係

面の確保を休止する。

7 1 2



運営 ・観光案内所運営 　　ミネーション
・観光案内所運営

・平成10年3月に刈谷市観光協会が発足して以来、祭りやイベントの実施機関として大きな役割を果たしている。

成果

・祭りやイベントの実施機関としての役割だけでなく、今後は観光資源の発掘やＰＲの面でも推進する必要がある。

・各種関連団体との連携を強化するともに、役割の明確化を図る必要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３２年度

成果 主催・共催事業来場者数（人） 424,004 381,422 400,900 424,000 424,000
指標

指標
観光協会が主催するイベントの多さから、補助金額が県内他市町村と比較して多くなっている。

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 124,003 124,368 121,314 114,772 合計 121,314,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 121,314,000 円

一般財源 124,003 124,368 121,314 114,7

Ｄ

72

職員人件費　② 3

　

,917 4,689 5

　

,428 3,120

総

　

事業費（①＋②） 12

Ｏ

7,920 129,0

　

57 126,742 1

　

17,892

建
設
事
業

∧

全体事業費（単位：千

　

円） 0 ２９年度特定財

　

源名称

２９年度までの

実

累積事業費 0

３１年度

　

以降の事業費見込 0

　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

０

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 産業振興

基本施

（

策 観光
施策体系

施策の

平

内容 「ふるさと刈谷」

成

の魅力向上と発信

目
　

２

　
　
的

　刈谷市観光協

９

会への補助を通し、観

年

光資源

主
た
る
内
容

　刈

度

谷市観光協会が行う観

評

光事業の経費を補
の発

価

掘やＰＲ、祭りやイベ

）

ントを開催し、観 助す

刈

る。
光の振興による市

谷

の活性化を目指す。

位

市

置
づ
け

関連計画 第2次

事

刈谷市観光推進基本計

務

画

根拠法令

対象者 刈谷

事

市観光協会 事業期間 平

業

成１０年度 ～

実施方法

評

□直営　□委託　□指

価

定管理　■補助・助成

シ

　□その他

ート （様式１）

会

Ｂ
　
事

計

　
業
　
実
　
績

２７年度

名

実績 ２８年度実績 ２９

担

年度実績 ３０年度計画

当

・主催、共催等事業 ・

部

主催、共催等事業 ・主

市

催、共催等事業 ・主催

民

、共催等事業
　　桜ま

活

つり、大名行列・山 　

動

　桜まつり、西三河フ

部

ォー 　　桜まつり、西

一

三河フォー 　　桜まつ

般

り、西三河フォー
　　

会

車祭、万燈祭、わんさ

計

か 　　クジャンボリー

観

、万燈祭､　　クジャ

光

ンボリー、万燈祭､　

協

　クジャンボリー、大

会

名行
　　祭り、きぬう

補

ら☆うらら 　　わんさ

助

か祭り、刈谷アニ 　　

事

わんさか祭り、刈谷ア

業

ニ 　　列・山車祭、万

担

燈祭、わ
　　音楽祭、

当

刈谷アニメｃｏ 　　メ

課

ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ

文

､　　メｃｏｌｌｅｃ

化

ｔｉｏｎ､　　んさか

観

祭り、刈谷アニメ
　　

光

ｌｌｅｃｔｉｏｎ、野

課

田 　　野田雨乞笠おど

款

り、わた 　　野田雨乞

項

笠おどり、わた 　　ｃ

目

ｏｌｌｅｃｔｉｏｎ、

担

　　雨乞笠おどり、わ

当

たしの 　　しの刈谷展

係

、刈谷駅イル 　　しの

観

刈谷展、刈谷駅イル 　

光

　野田雨乞笠おどり、

係

わた
　　刈谷展 　　ミ

7

ネーション 　　ミネー

1

ション 　　しの刈谷展

2

、刈谷駅イル
・観光案内所運営 ・観光案内所



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　観光事業は、各種

平

関連団体と連携し、祭

成

りやイベントを
・法的

３

業務
高い

開催すること

０

により、市の活性化に

年

貢献している。
必要性

度

・市民ニーズ、社会需

（

要 　また、観光客及び

平

市民が満足する観光ガ

成

イド活動や市の
・市民

２

生活上必要である　な

９

ど 魅力を十分に伝える

年

情報発信の手段を担っ

度

ているため、本
事業は

評

必要である。
　会員の

価

増員など、あらゆる面

）

で観光協会の自主財源

刈

確保
・コストの節減、

谷

費用対効果
普通

の施策

市

が必要とされる。総支

事

出額に占める、イベン

務

ト事業
効率性 ・執行体

事

制の効率性 費の割合が

業

高く、内容・効率性の

評

見直しを検討するとと

価

も
・手段の最適性　な

シ

ど に、観光客や市民の

ー

視点から実施計画を改

ト

善していく必要
がある

（

。
　観光協会は地域の

様

特性にあった事業及び

式

伝統的事業を展
・市が

２

主体となって実施する

）

普通
開することで、刈

会

谷市の観光振興に貢献

計

しており、事業の
妥当

名

性 　べき事業であるか

担

円滑な実施にあたり、

当

行政の協力が必要であ

部

る。
・総合計画との整

市

合性　など

　観光振興

民

や知名度を向上させ、

活

観光客の誘客に必要な

動

イ

施策への ・施策への

部

貢献度
高い

ベントの開

一

催・情報発信に寄与す

般

ることで、市民の郷土

会

愛
・目標達成度 を高め

計

る効果がある。
貢献度

観

・市民サービスへの効

光

果　など 　また、観光

協

を推進することで、文

会

化の向上、産業・経済

補

の発展、活気あるまち

助

づくりに寄与している

事

。

今後の方向性 □拡充

業

　□現状維持　■改善

担

・効率化　□縮小　□

当

終期設定　□休止・廃

課

止

・市や各種関連団体

文

と観光協会との役割分

化

担を明確にしながら、

観

観光協会の機能の強化

光

に取り組む。

課

款 項 目

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　

担

Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　

当

価
　
∨

係 観光係
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観

年度 ３２年度

成果 来場

光

者数（人） ― ― 118

係

,650 161,65

7

0 161,650
指標

1

活動
指標

刈谷市独自の

2

祭事であるため、比較できない。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 5,534 10,740 合計 5,534,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 5,534,000 円

一般財源 0 0 5,534 10,740

職員人件費　② 0 0 4,265 4,290

総事業費（①＋②） 0 0 9,799 15,030

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0

３１年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　

０

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

年

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

度

　
概
　
要

総合計画
分野

（

産業振興

基本施策 観光

平

施策体系
施策の内容 観

成

光資源の発掘と活用

目

２

　
　
　
的

　各種保存団

９

体が開催する歴史文化

年

行事に対

主
た
る
内
容

〇

度

各種保存団体の行事開

評

催に要する経費の補
し

価

て補助することで、伝

）

統文化の保存、継承 　

刈

助
及び観光の振興によ

谷

る地域活性化を図る。

市

＜対象団体＞
　・刈谷

事

万燈保存会
　・野田雨

務

乞笠おどり保存会
　・

事

刈谷春祭保存継承委員

業

会

位
置
づ
け

関連計画 第

評

2次刈谷市観光推進基

価

本計画

根拠法令

対象者

シ

主たる内容欄※参照 事

ー

業期間 ～

実施方法 □直

ト

営　□委託　□指定管

（

理　■補助・助成　□

様

その他

式１）

会計名 担当

Ｂ
　
事
　
業

部

　
実
　
績

２７年度実績

市

２８年度実績 ２９年度

民

実績 ３０年度計画

　 　

活

・刈谷万燈祭 ・大名行

動

列・山車祭
　 　 　　開

部

催日　7月29日・3

一

0日 　　開催日  5

般

月3日
　 　 　　来場者

会

数　  118,00

計

0人 ・刈谷万燈祭
　 　

歴

・野田雨乞笠おどり 　

史

　開催日　7月28日

文

・29日
　　　―――

化

―――― 　　　―――

観

―――― 　　開催日　

光

8月27日 ・野田雨乞

行

笠おどり
　　来場者数

事

　650人 　　開催日

等

　8月26日

・（万燈

開

祭）市内外の他のイベ

催

ントに積極的に参加す

補

ることで、知名度が向

助

上し、刈谷市を代表す

事

る祭りとして市内外に

業

成果
認知されるように

担

なってきている。

・（

当

野田雨乞笠おどり）古

課

くから野田地区に伝わ

文

る野田雨乞笠おどりを

化

観光資源として支援す

観

ることにより、刈谷市

光

の魅

力を高めることが

課

できた。

・（共通）開

款

催場所を含む地域以外

項

についても認知度を高

目

めていく必要がある。

担

課題

指標名称（単位）

当

実績値 目標値

２７年度

係

２８年度 ２９年度 ３０



光係

7 1 2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　地

平

域に根ざした伝統ある

成

祭りを補助することに

３

より、市
・法的業務

高

０

い
民の地域への誇りと

年

愛着を増し、また、祭

度

りを開催するこ
必要性

（

・市民ニーズ、社会需

平

要 とにより地域経済の

成

活性化にも寄与してい

２

る。
・市民生活上必要

９

である　など

　各関係

年

者の役割分担の見直し

度

を行い、それぞれの団

評

体の
・コストの節減、

価

費用対効果
普通

強みを

）

生かして効率的・効果

刈

的に祭りが実施できる

谷

よう取
効率性 ・執行体

市

制の効率性 り組む余地

事

がある。
・手段の最適

務

性　など

　市及び県の

事

無形民俗文化財に指定

業

されている祭りの保存

評

､
・市が主体となって

価

実施する
普通

伝承継承

シ

に寄与するとともに、

ー

近年、祭りのより対外

ト

的な
妥当性 　べき事業

（

であるか ＰＲが求めら

様

れているため、補助は

式

必要である。
・総合計

２

画との整合性　など

　

）

万燈祭や野田雨乞笠お

会

どりは刈谷の伝統的な

計

祭りであり､

施策への

名

・施策への貢献度
高い

担

これらの祭りの開催を

当

バックアップし、活性

部

化を図ること
・目標達

市

成度 により、直接的に

民

施策に貢献することが

活

可能である。
貢献度 ・

動

市民サービスへの効果

部

　など

今後の方向性 □

一

拡充　■現状維持　□

般

改善・効率化　□縮小

会

　□終期設定　□休止

計

・廃止

・市内において

歴

は刈谷に誇りと愛着を

史

持ってもらうように各

文

祭りの開催地域以外で

化

の認知度を高め、魅力

観

の向上に取
り組む。ま

光

た、市外に対してはよ

行

り効果的なＰＲを行い

事

、祭りと刈谷市の認知

等

度の向上に努め、観光

開

客の増加に取り
組む。

催補助事

Ｃ
 
　
Ｈ
 

業

　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　

担

∧
　
評
　
価
　
∨

当課 文化観光課

款 項 目 担当係 観



1

いてＰＲブースの出展

2

や刈谷城盛上げ隊の出

観

演により、刈谷市の魅

光

力をＰＲできた。

成果

係

・刈谷市史跡めぐりを開催することで、東吉野村民の参加者に本市の天誅組に関する歴史をＰＲするとともに、両市町村

としての結びつきを再確認してもらうことができた。

・ＰＲブースの出展や刈谷城盛上げ隊の出演については、次年度以降も継続性をもって事業を実施し、刈谷市の魅力をＰ

Ｒしていく必要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３２年度

活動 ＰＲブース出展、刈谷城盛上げ隊出演回数（回） 46 42 32 40 40
指標
成果 刈谷の歴史に興味を持っている市民の割合（％） ― 35.0 ― 38.0 38.0
指標

・他市の武将隊の場合、プロダクションなどに委託しアクターを採用しているが、本市においてはボランテ
他市との ィアを採用し、幅広い人材を確保している。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 4,943 5,376 5,062 5,073 合計 5,062,415 円
需用費 24,994 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 役務費 15,713 円
委託料 5,000,000 円

一般財源 4,943 5,376 5,062 5,073 負担

Ｄ

金、補助及び
交付金 2

　

1,708 円

職員人

　

件費　② 3,134 3

　

,908 6,204 7

Ｏ

,098

総事業費（①

　

＋②） 8,077 9,

　

284 11,266 1

∧

2,171

建
設
事
業

全

　

体事業費（単位：千円

　

） 0 ２９年度特定財源

実

名称

２９年度までの累

　

積事業費 0

３１年度以

　

降の事業費見込 0

施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ

０

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 計

（

画推進

基本施策 情報共

平

有
施策体系

施策の内容

成

広報・広聴の充実

目
　

２

　
　
的

　刈谷が持つ地

９

域資源の魅力を市内外

年

へ発信

主
た
る
内
容

〇歴

度

史文化のＰＲ
し、住み

評

たい、住み続けたい、

価

訪れてみたい 　市内外

）

で刈谷の歴史文化を紹

刈

介するＰＲブ
まちを目

谷

指し、定住人口の増加

市

へ繋げる。 　ースを運

事

営する。
〇刈谷城盛上

務

げ隊の運営
　市内外の

事

イベント等へ参加出演

業

する刈谷城
　盛上げ隊

評

を運営する。
〇東吉野

価

村民の刈谷市史跡めぐ

シ

り
　東吉野村民が、刈

ー

谷市内の天誅組に関す

ト

る
　史跡をたどる。

位

（

置
づ
け

関連計画 刈谷市

様

文化振興基本計画

根拠

式

法令 文化芸術基本法

対

１

象者 対象者を限定せず

）

事業期間 平成２５年度

会

～

実施方法 ■直営　■

計

委託　□指定管理　□

名

補助・助成　□その他

担当部 市民活動部

一

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

般

績

２７年度実績 ２８年

会

度実績 ２９年度実績 ３

計

０年度計画

・歴史ガイ

刈

ドブックの作製 ・ＰＲ

谷

ブースの出展 ・ＰＲブ

の

ースの出展 ・ＰＲブー

魅

スの出展
・ＰＲ用物品

力

の作製、活用 　　ブー

発

ス出展回数　8回 　　

信

ブース出展回数　5回

事

　　ブース出展回数　

業

5回
・ＰＲブースの出

担

展 ・東吉野村ウォーキ

当

ングの開 ・刈谷市史跡

課

めぐりの開催　 ・東吉

文

野村ウォーキングの開

化

　　ブース出展回数　

観

7回 　催　 　　参加者

光

数　11人 　催
・刈谷

課

市史跡めぐりの開催 　

款

　参加者数　26人 ・

項

刈谷城盛上げ隊 ・刈谷

目

城盛上げ隊
　　参加者

担

数　34人 ・刈谷城盛

当

上げ隊 　　出演回数　

係

27回 　　出演回数　

文

35回
・偉人伝再生機

化

の設置 　　出演回数　

振

34回
　　4個所
・刈

興

谷城築城盛上げ隊
　　

係

出演回数　39回
・市

2

内外のイベント等にお



2 観光係

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　歴史

平

文化を啓発することで

成

、市民に郷土の歴史文

３

化に誇
・法的業務

普通

０

りを持ってもらい、地

年

域の活性化を図る一助

度

とする。　
必要性 ・市

（

民ニーズ、社会需要 　

平

現在は県内外の他自治

成

体においても、武将隊

２

をはじめ歴
・市民生活

９

上必要である　など 史

年

文化の啓発事業が盛ん

度

であり、社会需要は存

評

在する。

　事業を委託

価

することで職員の負担

）

の軽減を図った。
・コ

刈

ストの節減、費用対効

谷

果
普通

　また、刈谷城

市

盛上げ隊の隊員にボラ

事

ンティアを採用する
効

務

率性 ・執行体制の効率

事

性 ことで、コストを抑

業

えつつ、幅広い人材を

評

確保することが
・手段

価

の最適性　など できた

シ

。

　事業を通じて、総

ー

合計画にある「まちの

ト

歴史に対する認
・市が

（

主体となって実施する

様

高い
知度を高める必要

式

」に応えることができ

２

る。
妥当性 　べき事業

）

であるか 　市が主体と

会

なって実施することで

計

、より一層本市の魅力

名

・総合計画との整合性

担

　など をＰＲすること

当

ができる。

　各種イベ

部

ントにおいて演舞等を

市

披露することで、市民

民

が

施策への ・施策への

活

貢献度
高い

気軽に歴史

動

文化に親しむことので

部

きる街であることをア

一

ピ
・目標達成度 ールす

般

ることができるため、

会

施策への貢献度は高い

計

。
貢献度 ・市民サービ

刈

スへの効果　など

今後

谷

の方向性 □拡充　■現

の

状維持　□改善・効率

魅

化　□縮小　□終期設

力

定　□休止・廃止

・本

発

市の歴史文化を幅広い

信

人々にＰＲするととも

事

に、刈谷市の魅力を発

業

信していくため、今後

担

も継続性をもって事業

当

を実施する。

課 文化観

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　

光

Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　

課

価
　
∨

款 項 目 担当係 文化振興係

2 1



6

演支援回数（団体） 1

1

0 1 1 1
指標

 
指標

平成29年度愛知県民俗芸能大会（半田市大会）に出演した団体（本市の団体を除き5団体）の多くは、属す
他市との る市町村から出演に関する補助金の交付を受けていないため、本市は、他市に比べて手厚い支援ができてい
比較検証 る。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,141 0 300 300 合計 300,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 300,000 円

一般財源 1,141 0 300 300

職員人件費　② 1,018 391 388 390

総事業費（①＋②） 2,159 391 688 690

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0

３１年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

０

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 教育文化

（

基本施策 文化・芸術
施

平

策体系
施策の内容 創作

成

・発表の機会づくり

目

２

　
　
　
的

  本市固有

９

の無形民俗文化財継承

年

団体の活動

主
た
る
内
容

度

  指定無形民俗文化

評

財の継承団体が愛知県

価

民
を支援し、先代がこ

）

れまで培ってきた郷土

刈

の 俗芸能大会等に出演

谷

する経費を補助する。

市

文化財の保存・伝承を

事

図る。

位
置
づ
け

関連計

務

画 刈谷市文化振興基本

事

計画

根拠法令  

対象者

業

無形民俗文化財保存団

評

体 事業期間 平成２２年

価

度 ～

実施方法 □直営　

シ

□委託　□指定管理　

ー

■補助・助成　□その

ト

他

（様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　
実

担

　
績

２７年度実績 ２８

当

年度実績 ２９年度実績

部

３０年度計画

・各団体

市

に披露や啓発の募集 ・

民

各団体に披露や啓発の

活

募集 ・各団体に披露や

動

啓発の募集 ・各団体に

部

披露や啓発の募集
　の

一

情報提供 　の情報提供

般

　の情報提供 　の情報

会

提供
・申請の事務補助

計

・申請の事務補助 ・申

民

請の事務補助 ・申請の

俗

事務補助
・11月8日

芸

（野田雨乞笠おどり ・

能

9月17日（刈谷万燈

啓

保存会）
　保存会） 　

発

催事名：愛知県民俗芸

事

能大
　催事名：第30

業

回国民文化祭 　　　　

担

　会半田市大会
　　　

当

　　・かごしま201

課

5 　開催地：半田市
　

文

開催地：鹿児島県姶良

化

市

　刈谷万燈保存会が

観

、愛知県民俗芸能大会

光

半田市大会に出演する

課

ことを支援したことに

款

より、本市の文化財を

項

市外に向け

成果
て広く

目

周知することで保存・

担

継承を図ることができ

当

た。

　予算に限りがあ

係

るため、複数の団体が

文

民俗芸能大会に出演し

化

た場合に補助金を交付

振

できない可能性がある

興

。

課題

指標名称（単位

係

）
実績値 目標値

２７年

1

度 ２８年度 ２９年度 ３

0

０年度 ３２年度

活動 出



10 6 1

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 440 800 800 0 合計 800,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 800,000 円

一般財源 440 800 800 0

職員人件費　② 705 860 620 0

総事業費（①＋②） 1,145 1,660 1,420 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0

３１年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　

０

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

年

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

度

　
要

総合計画
分野 教育

（

文化

基本施策 文化・芸

平

術
施策体系

施策の内容

成

活動の支援体制の充実

２

目
　
　
　
的

　刈谷市文

９

化振興基本計画では、

年

「音楽のあ

主
た
る
内
容

度

　音楽協会が行う演奏

評

会などの事業を支援す

価

るまちづくり」を掲げ

）

ており、この施策実現

刈

る。
の一翼を担う刈谷

谷

音楽協会へ支援するこ

市

とに
より、本市の音楽

事

文化の更なる発展を図

務

る。

位
置
づ
け

関連計画

事

刈谷市文化振興基本計

業

画

根拠法令  

対象者 刈

評

谷音楽協会 事業期間 平

価

成１８年度 ～

実施方法

シ

□直営　□委託　□指

ー

定管理　■補助・助成

ト

　□その他

（様式１）

会計名

Ｂ
　
事

担

　
業
　
実
　
績

２７年度

当

実績 ２８年度実績 ２９

部

年度実績 ３０年度計画

市

・6月21日　第11

民

回刈谷音楽祭・6月1

活

9日　第12回刈谷音

動

楽祭・6月11日　第

部

13回刈谷音楽祭※文

一

化芸術団体育成事業に

般

移
・12月5日　第9

会

回音楽協会演 ・12月

計

3日　第10回音楽協

音

会演・12月2日　第

楽

11回音楽協会演　管

振

　奏会 　奏会 　奏会

　

興

音楽祭及び演奏会の開

活

催を支援することで、

動

音楽のあるまち刈谷を

補

ＰＲすることができた

助

。

成果

　会員数が横ば

事

い傾向であり、新規会

業

員を獲得していく必要

担

がある。

課題

指標名称

当

（単位）
実績値 目標値

課

２７年度 ２８年度 ２９

文

年度 ３０年度 ３２年度

化

成果 日頃から文化や芸

観

術に親しんでいる市民

光

の割合（％ ― 44.9

課

― ― ―
指標 ）

指標
近隣

款

市で音楽家の協会があ

項

るのは、岡崎市と安城

目

市のみである。岡崎市

担

では文化協会に所属し

当

ており、市が
他市との

係

文化協会の活動を支援

文

している。安城市では

化

活動に対する補助はし

振

ていない。
比較検証

興係



興

単位：千円
２７年度 ２

係

８年度 ２９年度 ３０年

1

度 ２９年度

（決算） （

0

決算） （決算） （予算

6

） 事業費内訳

事業費　

1

① 0 0 2,191 0 合計 2,191,320 円
報償費 172,800 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 2,018,520 円

一般財源 0 0 2,191 0

職員人件費　② 0 0 6,591 0

総事業費（①＋②） 0 0 8,782 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0

３１年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　

０

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

年

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

度

　
概
　
要

総合計画
分野

（

教育文化

基本施策 文化

平

・芸術
施策体系

施策の

成

内容 活動の支援体制の

２

充実

目
　
　
　
的

　刈谷

９

市文化振興基本計画が

年

平成29年度末を

主
た

度

る
内
容

○第2次刈谷市

評

文化振興基本計画の策

価

定
もって期間満了とな

）

るため、計画の進捗や

刈

社
会情勢等の変化を反

谷

映させた基本計画を策

市

定
し、さらなる文化芸

事

術の振興を図る。

位
置

務

づ
け

関連計画

根拠法令

事

対象者 事業期間 平成２

業

９年度 ～ 平成２９年度

評

実施方法 ■直営　■委

価

託　□指定管理　□補

シ

助・助成　□その他

ート （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

名

２７年度実績 ２８年度

担

実績 ２９年度実績 ３０

当

年度計画

　 　 ・第2次

部

刈谷市文化振興基本計

市

　
　 　 　画の策定 　
　

民

　 　
　 　 　
　　　――

活

――――― 　　　――

動

――――― 　　　――

部

―――――

　現在の刈

一

谷市の文化芸術の現状

般

を踏まえ、文化・歴史

会

・観光を組み合わせた

計

計画を策定することが

文

できた。

成果

　新たに

化

策定した事業の評価・

振

検証等の進捗管理を適

興

切に行っていく必要が

基

ある。

課題

指標名称（

本

単位）
実績値 目標値

２

計

７年度 ２８年度 ２９年

画

度 ３０年度 ３２年度

活

策

動 文化振興基本計画策

定

定委員会開催回数（回

事

） ― ― 3 ― ―
指標
活動

業

計画策定進捗率（％）

担

― ― 100.0 ― ―
指

当

標
平成29年度に文化

課

振興計画を策定してい

文

る近隣市町はないが、

化

県内の約半数の市町村

観

が文化芸術振興のため

光

他市との の指針を掲げ

課

ている。
比較検証

款 項 目 担当係 文化

Ｃ

振

　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト



0

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 5,128 4,853 5,090 5,396 合計 5,090,338 円
需用費 904,289 円

財
　
源

特定財源 1,000 923 846 887 役務費 48,332 円
委託料 4,137,717 円

一般財源 4,128 3,930 4,244 4,509

職員人件費　② 1,567 5,080 4,653 4,680

総事業費（①＋②） 6,695 9,933 9,743 10,076

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0 十朋亭管理費

３１年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

０

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 教育文化

基

（

本施策 文化・芸術
施策

平

体系
施策の内容 文化芸

成

術の拠点づくり

目
　
　

２

　
的

 十朋亭を市民に

９

憩いの場として提供で

年

きるよ

主
た
る
内
容

○十

度

朋亭の受付等業務委託

評

う管理することで、文

価

化の向上及び福祉の増

）

○十朋亭の施設・設備

刈

修繕
進を図る。

位
置
づ

谷

け

関連計画  

根拠法令

市

刈谷市十朋亭条例・刈

事

谷市十朋亭条例施行規

務

則

対象者 対象者を限定

事

せず 事業期間 昭和４７

業

年度 ～

実施方法 □直営

評

　■委託　□指定管理

価

　□補助・助成　□そ

シ

の他

ート （様式１）

会

Ｂ
　
事
　
業
　

計

実
　
績

２７年度実績 ２

名

８年度実績 ２９年度実

担

績 ３０年度計画

・受付

当

等業務委託 ・受付等業

部

務委託 ・受付等業務委

市

託 ・受付等業務委託
・

民

夜間受付等業務委託 ・

活

夜間受付等業務委託 ・

動

夜間受付等業務委託 ・

部

夜間受付等業務委託
・

一

空調設備保守業務委託

般

・空調設備保守業務委

会

託 ・空調設備保守業務

計

委託 ・空調設備保守業

施

務委託
・消防用設備保

設

守管理委託 ・消防用設

管

備保守管理委託 ・消防

理

用設備保守管理委託 ・

事

消防用設備保守管理委

業

託

　年代を問わず、四

担

季を通じて会合、レク

当

リエーション、休憩等

課

で多くの方の利用に供

文

し、住民の福祉の増進

化

を図ること

成果
ができ

観

た。

　亀城公園再整備

光

計画の中で、一体的に

課

施設のあり方を検討す

款

る必要がある。

課題

指

項

標名称（単位）
実績値

目

目標値

２７年度 ２８年

担

度 ２９年度 ３０年度 ３

当

２年度

活動 提供した時

係

間区分数（回） 995

文

922 845 900 9

化

50
指標

 
指標

施設の

振

目的、周辺環境で類似

興

の施設がなく比較が困

係

難である。
他市との
比

1

較検証

0 6 1



0

0 0 1,363 2,120

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0

３１年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

０

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 教育文化

基

（

本施策 文化・芸術
施策

平

体系
施策の内容 文化芸

成

術の拠点づくり

目
　
　

２

　
的

　十朋亭の補修を

９

行うことにより、利用

年

者に

主
た
る
内
容

○屋根

度

瓦修繕
快適な施設空間

評

の提供を図る。

位
置
づ

価

け

関連計画

根拠法令 刈

）

谷市十朋亭条例・刈谷

刈

市十朋亭条例施行規則

谷

対象者 対象者を限定せ

市

ず 事業期間 平成２９年

事

度 ～ 平成３０年度

実施

務

方法 ■直営　□委託　

事

□指定管理　□補助・

業

助成　□その他

評価シート （様式

Ｂ

１

　
事
　
業
　
実
　
績

２７

）

年度実績 ２８年度実績

会

２９年度実績 ３０年度

計

計画

　 　 ・屋根瓦の修

名

繕 ・空調機修繕
　 　
　

担

　
　 　
　　　――――

当

――― 　　　――――

部

―――

　屋根瓦を修繕

市

したことにより、雨漏

民

りの発生を未然に防ぐ

活

ことができた。

成果

　

動

空調機が経年劣化によ

部

り不具合が生じている

一

ため修繕が必要である

般

。

課題

指標名称（単位

会

）
実績値 目標値

２７年

計

度 ２８年度 ２９年度 ３

施

０年度 ３２年度

活動 建

設

物修繕回数（回） ― ―

補

1 1 ―
指標
活動
指標

施

修

設の目的、周辺環境で

事

類似の施設がなく比較

業

が困難である。
他市と

担

の
比較検証

当課 文化観光課

款

Ｃ
　
事
　

項

業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：

目

千円
２７年度 ２８年度

担

２９年度 ３０年度 ２９

当

年度

（決算） （決算）

係

（決算） （予算） 事業

文

費内訳

事業費　① 0 0

化

200 950 合計 19

振

9,800 円
需用費

興

199,800 円

財

係

　
源

特定財源 0 0 0 0

1

一般財源 0 0 200 9

0

50

職員人件費　② 0

6

0 1,163 1,17

1

0

総事業費（①＋②）



6

歴史の小径」等パンフ

2

レットを更に活用するとともに、ガイドボランティアとの連

携を一層活発化させていく必要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３２年度

活動 草刈・清掃等史跡管理回数（回） 12 12 12 12 12
指標
成果 刈谷の歴史に興味を持っている市民の割合（％） ― 35.0 － 40.5 46.0
指標

西尾市　草刈・清掃等史跡管理回数（4回程度／年）
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 5,049 4,262 6,156 7,115 合計 6,156,036 円
報償費 10,890 円

財
　
源

特定財源 7 7 7 16 旅費 120,300 円
需用費 399,094 円

一般財源 5,042 4,255 6,149 7,099 役務費 23,820 円
委託料 3,747,168 円

職員人件費　② 783 313 233 546 使用料及び賃借料 9,264 円
備品購入費 1,765,500 円

総事業費（①＋②） 5,832 4,575 6,389 7,661 負担金、補助及び
交付金 80,000 円

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９

Ｄ

年度までの累積事業費

　

0 行政財産目的外使用

　

料

３１年度以降の事業

　

費見込 0

Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

０

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 教育文化

（

基本施策 歴史・文化財

平

施策体系
施策の内容 文

成

化財の保護・伝承・活

２

用

目
　
　
　
的

　文化財

９

の保護と整備を行い、

年

史跡等を適切

主
た
る
内

度

容

○史跡の維持管理及

評

び樹木剪定等の管理
に

価

管理する。また、文化

）

財を啓発普及するた ○

刈

「歴史の小径」「椎の

谷

木屋敷跡」他のパン
め

市

、「歴史の小径」の活

事

用を図り、市内外へ 　

務

フレット等の改訂・印

事

刷
向けて広報すること

業

で、文化財に対する興

評

味
関心を高める。

位
置

価

づ
け

関連計画 刈谷市文

シ

化振興基本計画

根拠法

ー

令 文化財保護法 

対象

ト

者 対象者を限定せず 事

（

業期間 ～

実施方法 ■直

様

営　■委託　□指定管

式

理　□補助・助成　□

１

その他

）

会計名 担当部 市

Ｂ
　
事
　
業

民

　
実
　
績

２７年度実績

活

２８年度実績 ２９年度

動

実績 ３０年度計画

・椎

部

の木屋敷跡他史跡管理

一

・椎の木屋敷跡他史跡

般

管理 ・椎の木屋敷跡他

会

史跡管理 ・椎の木屋敷

計

跡他史跡管理
・歴史の

文

小径増刷 ・歴史の小径

化

増刷 ・歴史の小径増刷

財

・歴史の小径増刷
・文

保

化財保護審議会委員県

存

外 ・文化財保護審議会

管

委員県外 ・文化財保護

理

審議会委員県外 ・文化

事

財保護審議会委員県外

業

　研修（富岡市・甘楽

担

町・桐 　研修（松本市

当

） 　研修（五條市） 　

課

研修（金沢市）
  生

文

市） ・歴史資料等の購

化

入 ・歴史資料等の購入

観

・歴史資料等の購入
・

光

歴史資料等の購入 ・全

課

国史跡整備市町村協議

款

会 ・全国史跡整備市町

項

村協議会 ・全国史跡整

目

備市町村協議会
・全国

担

史跡整備市町村協議会

当

  参加   参加   

係

参加
  参加

・椎の木

文

屋敷跡などの史跡の維

化

持管理及び高木剪定等

財

を実施し、良好な状態

係

に保つことができた。

1

　

成果

・文化財の啓発

0

と周知を図るため、「



係

２７年度 ２８年度 ２９

1

年度 ３０年度 ３２年度

0

活動 1次整理作業実施

6

率（％） 100.0 1

2

00.0 100.0 ― ―
指標
活動 2次整理作業実施件数（件） 0 2 1 ― ―
指標

安城市においては埋蔵文化財センターにおいて基本的に1次整理までは年度内に完了している。また、主な
他市との 出土品については2次整理まで実施し、翌年度にセンター内の展示コーナーで速報展を開催して発掘調査の
比較検証 成果を市民に公開している。 

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 3,385 3,319 3,519 0 合計 3,518,873 円
賃金 3,410,240 円

財
　
源

特定財源 0 14 9 0 報償費 25,600 円
需用費 83,033 円

一般財源 3,385 3,305 3,510 0

職員人件費　② 705 547 388 0

総事業費（①＋②） 4,090 3,866 3,907 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0 冊子等頒布収入

３１年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ

０

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 教

（

育文化

基本施策 歴史・

平

文化財
施策体系

施策の

成

内容 文化財の保護・伝

２

承・活用

目
　
　
　
的

 

９

住宅建設や宅地造成等

年

に伴う緊急発掘調査や

度

主
た
る
内
容

　臨時職員

評

により遺跡ごとに遺物

価

の洗浄・注
試掘調査に

）

より市内の遺跡から出

刈

土した埋蔵 記・接合・

谷

復元・実測等の整理作

市

業を行い、
文化財を整

事

理・保存し、市域の歴

務

史解明の一 調査成果を

事

広く市民に公開するた

業

めの作業を
助とする。

評

行う｡
　また、年々増

価

加する資料を効率よく

シ

収納す
るとともに収蔵

ー

台帳を整備し、専門家

ト

の資料
調査のニーズに

（

対応する。

位
置
づ
け

関

様

連計画 刈谷市文化振興

式

基本計画

根拠法令 文化

１

財保護法

対象者 対象者

）

を限定せず 事業期間 ～

会

実施方法 ■直営　□委

計

託　□指定管理　□補

名

助・助成　□その他

担当部 市民活動部

一

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

般

２７年度実績 ２８年度

会

実績 ２９年度実績 ３０

計

年度計画

・築地貝塚出

発

土遺物 ・市内遺跡出土

掘

遺物 ・市内遺跡出土遺

調

物 ※埋蔵文化財調査整

査

理事業へ
　　1次整理

出

（洗浄・注記） 　　1

土

次整理（洗浄・注記）

遺

　　1次整理（洗浄・

物

注記） 　移行
・中条遺

整

跡出土遺物     2

理

次整理（拓本・実測）

事

    2次整理（拓

業

本・実測）
　　1次整

担

理（洗浄・注記）
　　

当

・緊急発掘調査を行っ

課

た宮東第1号貝塚をは

文

じめ試掘・確認調査を

化

行った市内各遺跡の出

観

土遺物について、1次

光

整理（洗浄

成果
・注記

課

）まではすべて実施す

款

ることができた。

・年

項

々増加する出土遺物量

目

に対して、作業場の収

担

蔵スペースが不足して

当

いる。また、調査成果

係

を市民に公開する展示

文

スペ

ースの確保も必要

化

である。
課題

指標名称

財

（単位）
実績値 目標値



6

・郷土資料館案内補助

2

・郷土資料館案内補助 ・郷土資料館案内補助 ・郷土資料館案内補助

・ボランティアの会会員自身が歴史や説明方法を随時学習・調査するなど、積極的に向上心をもって活動している結果、

成果
依頼者からは好評をいただき、史跡めぐりの参加者アンケート結果からは平均して8割以上から満足との評価を得た。

・高齢者の社会参加の好ましい例として、内閣府より平成26年度ボランティア活動功労者表彰を受けた。

・平成29年度にガイドボランティア養成講座を実施したことで新たに7名の会員が加わり、会の活性化を図れた。

・参加者の増加に伴い、駐車スペースの確保が課題となってきている。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３２年度

活動 一般申込によるガイド依頼および小中学校の総合学 50 50 50 50 50
指標 習支援（件）
成果 刈谷の歴史に興味を持っている市民の割合（％） ― 35.0 ― 40.5 46.0
指標

にしお観光ボランティアガイドの会…モデルコース2コース、依頼ガイドへのガイド派遣実施
他市との 安城ふるさとガイドの会…モデルコース6コース、依頼ガイドへのガイド派遣実施
比較検証 知立市観光ボランティアの会…モデルコース2コース、依頼ガイドへのガイド派遣実施

三州高浜鬼みち案内人の会…モデルコース1コース、依頼ガイドへのガイド派遣実施

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　

Ｃ
　
事
　
業

　

　
コ
　
ス
　
ト

単位：千

∧

円
２７年度 ２８年度 ２

　

９年度 ３０年度 ２９年

　

度

（決算） （決算） （

実

決算） （予算） 事業費

　

内訳

事業費　① 182

　

182 181 182 合

施

計 181,383 円

　

需用費 9,383 円

　

財
　
源

特定財源 0 0 0

∨

0 委託料 172,000 円

一般財源 182 182 181 182

職員人件費　② 783 547 620 741

総事業費（①＋②） 965 729 801 923

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0

３１年度以降の事業費見込 0

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

０

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 教育文化

（

基本施策 歴史・文化財

平

施策体系
施策の内容 文

成

化財の保護・伝承・活

２

用

目
　
　
　
的

 市民が

９

刈谷の文化財や歴史に

年

触れ、学ぶこと

主
た
る

度

内
容

○年3回、史跡め

評

ぐりの開催
ができる機

価

会を提供するとともに

）

、刈谷の歴 ○郷土資料

刈

館における見学者案内

谷

史文化を案内するため

市

のガイドボランティア

事

○市内学校の総合的な

務

学習に伴うガイドの派

事

を育成し、文化財の活

業

用と歴史の啓発を図る

評

｡   遣

位
置
づ
け

関連

価

計画 刈谷市文化振興基

シ

本計画

根拠法令  

対象

ー

者 対象者を限定せず 事

ト

業期間 平成１５年度 ～

（

実施方法 □直営　■委

様

託　□指定管理　□補

式

助・助成　□その他

１）

会計名 担当部 市

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

民

２７年度実績 ２８年度

活

実績 ２９年度実績 ３０

動

年度計画

・史跡めぐり

部

案内（年3回：井・史

一

跡めぐり案内（年3回

般

：城・史跡めぐり案内

会

（年3回：築・史跡め

計

ぐり案内（年3回：泉

史

　ケ谷、まちなか、野

跡

田半城 　下町、東海道

め

、高須コー 　地・恩田

ぐ

、鎌倉街道、小垣 　田

り

、小山、元刈谷コース

開

）
　土コース） 　ス）

催

　江コース） ・小学3

事

年生体験学習における

業

・小学3年生体験学習

担

における・小学3年生

当

体験学習における・小

課

学3年生体験学習にお

文

ける　案内、説明
　案

化

内、説明 　案内、説明

観

　案内、説明 ・一般か

光

らの「歴史の小径」
・

課

一般からの「歴史の小

款

径」 ・一般からの「歴

項

史の小径」 ・一般から

目

の「歴史の小径」 　散

担

策ガイド依頼に対する

当

ボ
　散策ガイド依頼に

係

対するボ 　散策ガイド

文

依頼に対するボ 　散策

化

ガイド依頼に対するボ

財

　ランティア派遣実施

係

　ランティア派遣実施

1

　ランティア派遣実施

0

　ランティア派遣実施



0

整理作業に時間がかか

6

っている。

・作業に必

2

要な資料をストックしておくスペースが狭く作業効率が悪くなっている。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３２年度

活動 平成11年度発掘調査分整理作業進捗率（％） 80.0 100.0 100.0 ― ―
指標
活動 全体整理作業進捗率（％） 90.0 95.0 100.0 ― ―
指標

豊田市においては民間業者に委託して実施した発掘調査の場合、翌年度にその整理作業から報告書作成まで
他市との を同業者に委託して報告書刊行までの期間を短縮する方針で進めている。安城市においては整理作業の民間
比較検証 委託はせず基本的に直営で行うが、発掘調査から3年のうちに報告書を刊行する方針で進めている。いずれ

の市も埋蔵文化財を担当する正規職員が3～5名いる。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 3,400 3,400 3,400 0 合計 3,400,000 円
委託料 3,400,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 3,400 3,400 3,400 0

職員人件費　② 1,254 1,016 1,008 0

総事業費（①＋②） 4,654 4,416 4,4

Ｄ

08 0

建
設
事
業

全体事

　

業費（単位：千円） 0

　

２９年度特定財源名称

　

２９年度までの累積事

Ｏ

業費 0

３１年度以降の

　

事業費見込 0

　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

０

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 教育文

（

化

基本施策 歴史・文化

平

財
施策体系

施策の内容

成

文化財の保護・伝承・

２

活用

目
　
　
　
的

　中条

９

遺跡の発掘調査で出土

年

した遺物や調査

主
た
る

度

内
容

　有識者による非

評

営利団体である刈谷市

価

埋蔵
記録を整理し報告

）

書作成のための資料化

刈

を行 文化財発掘調査会

谷

へ委託して、発掘調査

市

で出
うことで、市域の

事

歴史解明の一助とする

務

。 土した遺物の洗浄・

事

注記・接合・復元・実

業

測
や調査記録図面・写

評

真の整理・保存を行う

価

。

位
置
づ
け

関連計画 刈

シ

谷市文化振興基本計画

ー

根拠法令 文化財保護法

ト

対象者 対象者を限定せ

（

ず 事業期間 平成９年度

様

～ 平成２９年度

実施方

式

法 □直営　■委託　□

１

指定管理　□補助・助

）

成　□その他

会計名 担当部 市民

Ｂ
　

活

事
　
業
　
実
　
績

２７年

動

度実績 ２８年度実績 ２

部

９年度実績 ３０年度計

一

画

・平成12年度分断

般

面実測 ・平成12年度

会

分遺構図面整理 ・平成

計

12年度分遺構図面整

中

理 　
・平成11年度分

条

遺構図面整理 ・平成1

遺

1年度分遺物図面整理

跡

・平成12年度分遺構

発

図面 　
・平成11年度

掘

分遺構図面 ・平成11

調

年度遺構図面 　トレー

査

ス 　
　トレース 　トレ

事

ース ・平成12年度分

業

遺物観察表 　
・平成1

担

0年度分遺物観察表 ・

当

平成11年度分遺物観

課

察表 　作成 　　　――

文

―――――
　作成 　作

化

成 ・平成12年度分調

観

査記録写真
・平成11

光

年度分調査記録写真 ・

課

平成11・12年度分

款

金属製品 　整理
　整理

項

　保存処理
・金属製品

目

保存処理

・報告書作成

担

に向けた資料化を計画

当

的に進めるため、作業

係

委託先である刈谷市埋

文

蔵文化財発掘調査会の

化

調査員と各調査年

成果

財

度毎の作業内容・手順

係

を確認できた。

・出土

1

遺物の量が膨大なため



1

とができた。緊急発掘

0

調査は、事業者と十分

6

に協議し、最大限可能

2

な範囲での調査面積・調査期間を設け実

施し、必要な記録保存を行えた。

・窓口照会と同様に、民間の審査機関への建築確認申請も増加するなか、埋蔵文化財への対応ができていない事案があっ

たため、開発事業者等に埋蔵文化財の取扱手続の周知を強化していく必要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３２年度

活動 窓口照会件数（件） 1,122 1,244 1,100 ― ―
指標
成果 民間確認申請対応率（％） 43.4 44.4 44.4 ― ―
指標 　＝対応件数/（対応件数＋未対応件数）

安城市の平成28年度実績は窓口照会604件、試掘・確認調査25件、工事立会60件、発掘調査9件、その他2件
他市との で、窓口照会件数は刈谷市より少ないが文化財保護法に基づく届出件数は83件と多く、多くの緊急調査に対
比較検証 応している。ホームページや広報誌への掲載、パンフレット配布等による埋蔵文化財の保護・取扱いに対す

る周知が刈谷市より進んでいる。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 446 1,215 525 0 合計 524,840 円
委託

Ｄ

料 524,840 円

　

財
　
源

特定財源 0 0 0

　

0

一般財源 446 1,

　

215 525 0

職員人

Ｏ

件費　② 1,175 2

　

,735 1,939 0

　

総事業費（①＋②） 1

∧

,621 3,950 2

　

,464 0

建
設
事
業

全

　

体事業費（単位：千円

実

） 0 ２９年度特定財源

　

名称

２９年度までの累

　

積事業費 0

３１年度以

施

降の事業費見込 0

　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　

０

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

年

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

度

　
要

総合計画
分野 教育

（

文化

基本施策 歴史・文

平

化財
施策体系

施策の内

成

容 文化財の保護・伝承

２

・活用

目
　
　
　
的

　住

９

宅建設や宅地開発等に

年

伴う緊急対応の発

主
た

度

る
内
容

　宅地開発等に

評

伴う緊急対応を行い、

価

発掘調
掘調査を行い、

）

埋蔵文化財の記録保存

刈

を行う 査が必要な案件

谷

は刈谷市埋蔵文化財発

市

掘調査
ことで、市域の

事

歴史解明の一助とする

務

。 会へ委託して調査を

事

実施する。

位
置
づ
け

関

業

連計画 刈谷市文化振興

評

基本計画

根拠法令 文化

価

財保護法

対象者 開発事

シ

業者及び市民 事業期間

ー

平成１３年度 ～

実施方

ト

法 ■直営　■委託　□

（

指定管理　□補助・助

様

成　□その他

式１）

会計名 担当

Ｂ
　

部

事
　
業
　
実
　
績

２７年

市

度実績 ２８年度実績 ２

民

９年度実績 ３０年度計

活

画

・窓口照会　112

動

2件 ・窓口照会　12

部

44件 ・窓口照会　1

一

100件 埋蔵文化財調

般

査整理事業へ移
・試掘

会

調査　35件 ・試掘調

計

査　35件 ・試掘調査

埋

　35件 行
・工事立会

蔵

　22件 ・工事立会　

文

21件 ・工事立会　2

化

0件
・緊急発掘調査　

財

3件 ・緊急発掘調査　

発

2件 ・緊急発掘調査　

掘

2件
・民間建築確認申

調

請における ・民間建築

査

確認申請における ・民

事

間建築確認申請におけ

業

る
  　対応件数　　

担

 66件   　対応件

当

数　　 47件   　

課

対応件数　　50件
　

文

　未対応件数　 86

化

件 　　未対応件数　 

観

37件 　　未対応件数

光

　30件

・増加傾向に

課

ある埋蔵文化財の窓口

款

照会における取扱説明

項

は的確に行うことがで

目

きた。積極的に事業者

担

へ協力依頼して事

成果

当

前の試掘・確認調査を

係

行ったことで、開発事

文

業が遺跡に及ぼす影響

化

の度合に応じて発掘調

財

査あるいは工事立会な

係

ど適正な

対応をとるこ



算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 19,951 18,834 19,584 25,105 合計 19,583,767 円
役務費 82,229 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 19,501,538 円

一般財源 19,951 18,834 19,584 25,105

職員人件費　② 1,018 625 620 390

総事業費（①＋②） 20,969 19,459 20,204 25,495

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0

３１年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

０

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 教育文化

基本施

（

策 歴史・文化財
施策体

平

系
施策の内容 文化財の

成

保護・伝承・活用

目
　

２

　
　
的

 国の登録文化

９

財である刈谷市郷土資

年

料館の適

主
た
る
内
容

○

度

国の登録文化財である

評

郷土資料館の施設管
切

価

な施設管理を図る。  

）

 理

位
置
づ
け

関連計画

刈

刈谷市文化振興基本計

谷

画

根拠法令 文化財保護

市

法

対象者 対象者を限定

事

せず 事業期間 ～

実施方

務

法 ■直営　□委託　■

事

指定管理　□補助・助

業

成　□その他

評価シート （様式

Ｂ
　

１

事
　
業
　
実
　
績

２７年

）

度実績 ２８年度実績 ２

会

９年度実績 ３０年度計

計

画

・指定管理者制度実

名

施 ・指定管理者制度実

担

施 ・指定管理者制度実

当

施 ・指定管理者制度実

部

施
・建物1階床下の白

市

蟻駆除

・指定管理者へ

民

の管理委託を行い、国

活

登録文化財の適切な運

動

用に努めた。

成果

・建

部

物が登録文化財である

一

ため、施設の状態に常

般

に注視し、異常があっ

会

た場合に速やかに対応

計

する必要がある。

課題

施

指標名称（単位）
実績

設

値 目標値

２７年度 ２８

管

年度 ２９年度 ３０年度

理

３２年度

成果 総入館者

事

数（人）　　　　　　

業

　　　 11,910 1

担

5,080 13,00

当

0 13,000 13,

課

000
指標

　　　
指標

文

郷土資料館が昭和30

化

年代の展示やイベント

観

を実施するにあたり、

光

参考とした館と入館者

課

数。
他市との ・北名古

款

屋市歴史民俗資料館　

項

年間46,895人(

目

平成28年度）
比較検

担

証

当係 文化財係

10

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　

6

ス
　
ト

単位：千円
２７

6

年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決



0

0 500 500
指標

名

6

古屋市と安城市では、

1

市史の刊行は完結し、博物館が必要に応じて調査を実施している。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 4,945 5,033 3,745 5,344 合計 3,745,087 円
賃金 1,706,320 円

財
　
源

特定財源 167 153 41 181 旅費 112,020 円
需用費 1,776,962 円

一般財源 4,778 4,880 3,704 5,163 役務費 119,018 円
使用料及び賃借料 24,167 円

職員人件費　② 1,175 1,172 1,163 1,716 負担金、補助及び
交付金 6,600 円

総事業費（①＋②） 6,120 6,205 4,908 7,060

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0 冊子等頒布収入

３１年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

０

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 教育文

（

化

基本施策 歴史・文化

平

財
施策体系

施策の内容

成

文化財の保護・伝承・

２

活用

目
　
　
　
的

　刈谷

９

の歴史に関わる資料の

年

調査・整理を行

主
た
る

度

内
容

○市内外における

評

資料の調査
い、歴史資

価

料の保存と活用を図る

）

。また、資 ○刈谷に関

刈

する関係資料の収集
料

谷

公開のための準備を進

市

めていく。 ○資料目録

事

の作成
○マイクロフィ

務

ルム資料の紙焼き

位
置

事

づ
け

関連計画 刈谷市歴

業

史博物館基本計画

根拠

評

法令 文化財保護法、公

価

文書館法、博物館法

対

シ

象者 対象者を限定せず

ー

事業期間 平成７年度 ～

ト

実施方法 ■直営　□委

（

託　□指定管理　□補

様

助・助成　□その他

式１）

会計名 担当部

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

市

２７年度実績 ２８年度

民

実績 ２９年度実績 ３０

活

年度計画

・資料調査の

動

実施 5回 ・資料調査

部

の実施 5回 ・資料調

一

査の実施 5回 ・資料

般

調査の実施 5回
・資

会

料整理の実施 ・資料整

計

理の実施 ・資料整理の

市

実施 ・資料整理の実施

史

・新聞データの整理 ・

資

新聞データの整理 ・新

料

聞データの整理 ・新聞

整

データの整理

・資料調

理

査によって、新しく発

活

見した資料を収集し、

用

整理できた。

成果
・整

事

理済資料から歴史研究

業

を行い、出前講座等で

担

活用し、市民に刈谷の

当

歴史を啓発できた。

・

課

マイクロフィルムの紙

文

焼きを進め、市民が閲

化

覧できる環境を整えた

観

。

・新聞記事により、

光

刈谷関係および文化財

課

関係記事のデータベー

款

ス化を行った。

・資料

項

の整理に時間をとられ

目

、資料の分析が十分で

担

きなかった。

課題

指標

当

名称（単位）
実績値 目

係

標値

２７年度 ２８年度

文

２９年度 ３０年度 ３２

化

年度

活動 調査回数（回

財

） 5 5 5 5 5
指標
活動

係

調査・整理資料点数(

1

点) 500 500 50



10

Ｃ

6

　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

2

単位：千円
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 6,653 4,284 4,285 1,100 合計 4,285,440 円
需用費 937,440 円

財
　
源

特定財源 0 24 69 321 委託料 3,348,000 円

一般財源 6,653 4,260 4,216 779

職員人件費　② 2,350 3,126 3,102 3,120

総事業費（①＋②） 9,003 7,410 7,387 4,220

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0 雑入

３１年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　

０

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

年

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

度

　
要

総合計画
分野 教育

（

文化

基本施策 歴史・文

平

化財
施策体系

施策の内

成

容 文化財の保護・伝承

２

・活用

目
　
　
　
的

 平

９

成9～12年度にかけ

年

て実施した中条遺跡の

度

主
た
る
内
容

  発掘調

評

査で検出した遺構や遺

価

物に関する図
発掘調査

）

について、調査年度毎

刈

に成果をまと 版作成と

谷

報告書の印刷を行う。

市

めた報告書を作成する

事

ことで、その学術的な

務

成果を広く一般公開し

事

、本市の歴史研究の一

業

助とする。

位
置
づ
け

関

評

連計画 刈谷市文化振興

価

基本計画

根拠法令 文化

シ

財保護法

対象者 対象者

ー

を限定せず 事業期間 平

ト

成２７年度 ～ 平成３０

（

年度

実施方法 ■直営　

様

■委託　□指定管理　

式

□補助・助成　□その

１

他

）

会計名 担当部 市

Ｂ
　
事
　
業
　
実

民

　
績

２７年度実績 ２８

活

年度実績 ２９年度実績

動

３０年度計画

・平成9

部

・10年度調査分図版

一

作・平成11年度調査

般

分図版作成 ・平成12

会

年度調査分図版作成 ・

計

平成12年度調査分報

発

告書印
　成 ・平成10

掘

年度調査分報告書印 ・

調

平成11年度調査分報

査

告書印 　刷
・平成9年

報

度調査分報告書印刷　

告

刷 　刷

・平成11年度

書

調査分の報告書を作成

作

した。

成果

課題

指標名

成

称（単位）
実績値 目標

事

値

２７年度 ２８年度 ２

業

９年度 ３０年度 ３２年

担

度

活動 報告書刊行数（

当

冊） 1 1 1 1 ―
指標
成

課

果 報告書頒布部数（冊

文

） 0 24 30 30 ―
指

化

標
安城市と豊田市では

観

、発掘調査後数年の内

光

に報告書を刊行してい

課

る。
他市との ・安城市

款

の平成29年度報告書

項

刊行数2冊
比較検証 ・

目

豊田市の平成29年度

担

報告書刊行数4冊

当係 文化財係



　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 276 1,188 0

職員人件費　② 0 0 78 0

総事業費（①＋②） 0 276 1,266 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0

３１年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

０

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 教育文化

基本施

（

策 歴史・文化財
施策体

平

系
施策の内容 文化財の

成

保護・伝承・活用

目
　

２

　
　
的

 国の登録文化

９

財である刈谷市郷土資

年

料館の適

主
た
る
内
容

〇

度

剥落及びひび割れの見

評

られた外壁を修繕
正な

価

維持管理を行い、施設

）

の環境を最適に保   

刈

を実施した。
つ。 〇雨

谷

漏りに備えエキスパン

市

ションの修繕を
  実

事

施した。

位
置
づ
け

関連

務

計画 刈谷市文化振興基

事

本計画

根拠法令 文化財

業

保護法

対象者 対象者を

評

限定せず 事業期間 ～

実

価

施方法 ■直営　□委託

シ

　□指定管理　□補助

ー

・助成　□その他

ト （様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

担

７年度実績 ２８年度実

当

績 ２９年度実績 ３０年

部

度計画

　 ・建物１階床

市

下の白蟻駆除を ・外壁

民

の修繕を行った。 　
　

活

　行った。 ・エキスパ

動

ンションの修繕を 　
　

部

　行った。 　
　 　
　　

一

　――――――― 　　

般

　―――――――

・床

会

下大引の取替え及び壁

計

のベニア等の張替えを

施

行い、被害を最小限に

設

とどめることが出来た

補

。

成果

課題

指標名称（

修

単位）
実績値 目標値

２

事

７年度 ２８年度 ２９年

業

度 ３０年度 ３２年度

活

担

動 修繕件数（件） 0 1

当

2 ― ―
指標

指標
他市に

課

は類似事例がないため

文

比較検証が困難である

化

。
他市との
比較検証

観光課

款 項 目 担当係

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　

文

ト

単位：千円
２７年度

化

２８年度 ２９年度 ３０

財

年度 ２９年度

（決算）

係

（決算） （決算） （予

1

算） 事業費内訳

事業費

0

　① 0 276 1,18

6

8 0 合計 1,188,

6

000 円
需用費 1,188,000 円

財



特定財源 279 351 279 0 役務費 27,365 円
使用料及び賃借料

一般財源 1,416 1,438 1,399 0 1,611,904 円

職員人件費　② 783 782 124 0

総事業費（①＋②） 2,478 2,571 1,802 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0 行政財産目的外使用料
鉄道高架下倉庫等賃貸料

３１年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

０

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 産業振興

基本

（

施策 観光
施策体系

施策

平

の内容 「ふるさと刈谷

成

」の魅力向上と発信

目

２

　
　
　
的

　万燈、山車

９

などを収納する観光用

年

倉庫を適

主
た
る
内
容

　

度

倉庫管理に必要な名鉄

評

高架下倉庫の借地料､

価

切に管理することで、

）

伝統行事の継承、発展

刈

火災保険料及び電気料

谷

を支払う。
を目指す。

市

位
置
づ
け

関連計画 第2

事

次刈谷市観光推進基本

務

計画

根拠法令  

対象者

事

対象者を限定せず 事業

業

期間 ～

実施方法 ■直営

評

　□委託　□指定管理

価

　□補助・助成　□そ

シ

の他

ート （様式１）

会

Ｂ
　
事
　
業
　

計

実
　
績

２７年度実績 ２

名

８年度実績 ２９年度実

担

績 ３０年度計画

・土地

当

借上げ料 ・土地借上げ

部

料 ・土地借上げ料 ※観

市

光施設等管理事業に移

民

行
・火災保険料 ・火災

活

保険料 ・火災保険料
・

動

電気料 ・電気料 ・電気

部

料

・観光用倉庫を適切

一

に管理することができ

般

た。

成果

・倉庫の老朽

会

化が進行しているため

計

、修繕等の必要な対応

観

を行い、適切に管理を

光

行う必要がある。

課題

用

指標名称（単位）
実績

倉

値 目標値

２７年度 ２８

庫

年度 ２９年度 ３０年度

管

３２年度

 
指標

 
指標

理

祭事道具の所有権、大

事

きさの違いなどから他

業

市と単純に比較するこ

担

とは難しい。
他市との

当

比較検証

課 文化観光課

款 項

Ｃ
　
事
　
業

目

　
コ
　
ス
　
ト

単位：千

担

円
２７年度 ２８年度 ２

当

９年度 ３０年度 ２９年

係

度

（決算） （決算） （

観

決算） （予算） 事業費

光

内訳

事業費　① 1,6

係

95 1,789 1,6

7

78 0 合計 1,677

1

,747 円
需用費 3

2

8,478 円

財
　
源



光

6,000 156,0

係

00
指標

 
指標

近隣で

7

は、岡崎市、豊田市、

1

碧南市（半田市と共催

2

）、西尾市、みよし市等で花火大会が開催されている。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 12,000 10,000 10,000 10,000 合計 10,000,000 円
委託料 10,000,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 12,000 10,000 10,000 10,000

職員人件費　② 1,567 1,563 1,551 1,560

総事業費（①＋②） 13,567 11,563 11,551 11,560

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0

３１年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ

０

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 産

（

業振興

基本施策 観光
施

平

策体系
施策の内容 「ふ

成

るさと刈谷」の魅力向

２

上と発信

目
　
　
　
的

　

９

わんさか祭り花火大会

年

において、市内企業

主

度

た
る
内
容

　メロディ花

評

火を中心とした花火を

価

打ち上げ
及び市民など

）

からの協賛金に合わせ

刈

、本市も る。
花火の打

谷

ち上げを行うことによ

市

り、花火大会
の魅力を

事

向上させ、市民へ娯楽

務

を提供すると
ともに、

事

観光の振興を目指す。

業

位
置
づ
け

関連計画 第2

評

次刈谷市観光推進基本

価

計画

根拠法令  

対象者

シ

対象者を限定せず 事業

ー

期間 ～

実施方法 □直営

ト

　■委託　□指定管理

（

　□補助・助成　□そ

様

の他

式１）

会計名 担当

Ｂ
　
事
　
業
　

部

実
　
績

２７年度実績 ２

市

８年度実績 ２９年度実

民

績 ３０年度計画

・わん

活

さか祭り花火大会 ・わ

動

んさか祭り花火大会 ・

部

わんさか祭り花火大会

一

・わんさか祭り花火大

般

会
　市制65周年仕掛

会

文字花火 　開催日：8

計

月20日 　開催日：8

わ

月19日 　開催日：8

ん

月18日
  開催日：

さ

8月15日 　発数：約

か

7,000発（全体）

祭

　発数：約7,000

り

発（全体） 　発数：約

花

7,000発（全体）

火

　発数：約7,000

打

発（全体）
  

・同規

ち

模の近隣市町村と比較

上

しても誇ることのでき

げ

る花火大会となってい

事

る。

成果
・市内で開催

業

されるイベントで最も

担

集客力を持つイベント

当

となっている。

・大勢

課

の観客が来場すること

文

から、会場周辺での交

化

通渋滞や迷惑駐車が大

観

きな問題となっている

光

。

・限られた会場内に

課

来場者が集中してしま

款

う。
課題

指標名称（単

項

位）
実績値 目標値

２７

目

年度 ２８年度 ２９年度

担

３０年度 ３２年度

成果

当

来場者数（人） 153

係

,000 153,00

観

0 156,000 15



信を行った。

・情報発信サイトのより一層のＰＲを行い、認知度の向上及び利用促進に取り組む必要がある。

・毎年新しい企画を立案するとともに、継続して情報発信等に取り組むため、各市町が単独で取り組んでいた既存の手法
課題

との整理・統合が必要である。

指標名称（単位）
実績値 目標値

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３２年度

成果 ホームページアクセス数（件） ― 239,614 314,760 390,000 390,000
指標

指標
近隣市町で共同で実施する事業であるため、他市と比較できない。

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 709 200 353 419 合計 353,426 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 224 0 0 0 交付金 353,426 円

一般財源 485 200 353 419

職員人件費　② 1,175 782 969 975

総事業費（①＋②） 1,884 982 1,322 1,394

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0

３１年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

０

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 産業振興

基本施

（

策 観光
施策体系

施策の

平

内容 「ふるさと刈谷」

成

の魅力向上と発信

目
　

２

　
　
的

　西三河9市1

９

町の自治体が共同で構

年

築した観

主
た
る
内
容

・

度

観光情報発信システム

評

「西三河ぐるっとナ
光

価

情報システムにより、

）

個人旅行に合わせた ビ

刈

」での情報発信及び保

谷

守・管理を行う。
観光

市

客の自由な周遊計画の

事

作成支援及び地域 ・観

務

光ＰＲイベントの計画

事

・実施を行う。
の埋も

業

れた魅力の発信を行う

評

とともに、観光
情報発

価

信力の強化及び観光客

シ

の利便性を向上
させ、

ー

刈谷市の観光の活性化

ト

を目指す。

位
置
づ
け

関

（

連計画

根拠法令 西三河

様

広域観光推進協議会規

式

約

対象者 対象者を限定

１

せず 事業期間 平成２７

）

年度 ～

実施方法 □直営

会

　□委託　□指定管理

計

　□補助・助成　■そ

名

の他

担当部 市民活動部

Ｂ
　
事
　
業
　

一

実
　
績

２７年度実績 ２

般

８年度実績 ２９年度実

会

績 ３０年度計画

・西三

計

河広域観光推進協議会

広

・西三河広域観光推進

域

協議会 ・西三河広域観

観

光推進協議会 ・西三河

光

広域観光推進協議会
　

推

サイト「西三河ぐるっ

進

とナ 　サイト「西三河

事

ぐるっとナ 　サイト「

業

西三河ぐるっとナ 　サ

担

イト「西三河ぐるっと

当

ナ
　ビ」の開設 　ビ」

課

の運営及び充実 　ビ」

文

の運営及び充実 　ビ」

化

の運営及び充実
・西三

観

河9市1町の自治体が

光

連 ・西三河9市1町の

課

自治体が連
　携したイ

款

ベントの実施 　携した

項

イベントの実施
・スタ

目

ンプラリーの実施

・西

担

三河広域観光推進協議

当

会公式サイト「西三河

係

ぐるっとナビ」の運営

観

及び充実に取り組み、

光

個人旅行者の増加に伴

係

うよ

成果
り自由な観光

7

ルートや地域でのふれ

1

あいの発見など、さま

2

ざまな観光資源をつなぐ、きめ細かな情報発



観

め、移設後の客層に合

光

わせたサービス提供を

係

行う必要がある。
課題

7

指標名称（単位）
実績

1

値 目標値

２７年度 ２８

2

年度 ２９年度 ３０年度 ３２年度

活動 刈谷駅前観光案内所移設進捗率（％） ― ― 100.0 ― ―
指標
活動
指標

刈谷駅北口における独自の状況に基づく移設であるため比較できない。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ２９年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 6,612 0 合計 6,611,760 円
役務費 10,800 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 174,960 円
工事請負費 6,426,000 円

一般財源 0 0 6,612 0

職員人件費　② 0 0 1,008 0

総事業費（①＋②） 0 0 7,620 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２９年度特定財源名称

２９年度までの累積事業費 0

３１年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　

０

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

年

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

度

　
概
　
要

総合計画
分野

（

産業振興

基本施策 観光

平

施策体系
施策の内容 「

成

ふるさと刈谷」の魅力

２

向上と発信

目
　
　
　
的

９

　刈谷駅北地区整備事

年

業の推進に伴い、刈谷

度

主
た
る
内
容

○産業振興

評

センター１階の改修工

価

事を行う。
駅前観光案

）

内所が設置されている

刈

刈谷駅北口 ○コムス設

谷

置のため、産業振興セ

市

ンター外構
広場が使用

事

できなくなるため、産

務

業振興セン 　に充電コ

事

ンセントを設置する。

業

ター１階に移設し、サ

評

ービスの提供及び観光

価

○産業振興センター内

シ

の案内表示を修正する

ー

｡
情報の発信を継続す

ト

るための環境整備を行

（

う ○刈谷駅周辺に観光

様

案内所案内看板を設置

式

す
。 　る。

位
置
づ
け

関

１

連計画 第2次刈谷市観

）

光推進基本計画

根拠法

会

令

対象者 対象者を限定

計

せず 事業期間 平成２９

名

年度 ～ 平成２９年度

実

担

施方法 ■直営　■委託

当

　□指定管理　□補助

部

・助成　□その他

市民活動部

一般会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

仮

７年度実績 ２８年度実

設

績 ２９年度実績 ３０年

刈

度計画

　 　 ・産業振興

谷

センター１階の改 　
　

駅

　 　修 　
　 　 ・コムス

前

充電コンセントの設 　

観

　 　 　置 　
　　　――

光

――――― 　　　――

案

――――― ・刈谷駅周

内

辺観光案内所案内 　　

所

　―――――――
　看

移

板の設置
・産業振興セ

設

ンター内案内表
　示の

事

修正

・観光案内所を継

業

続して運営することで

担

、開所より蓄積してき

当

たノウハウの喪失を回

課

避するとともに、観光

文

客やビジネス

成果
客等

化

に対するサービスの提

観

供や観光情報の発信を

光

継続することができた

課

。

・移設前と比較して

款

刈谷駅から遠くなった

項

ため、観光案内所の周

目

知を継続して行い、認

担

知度向上に努める必要

当

がある。

・産業振興セ

係

ンター内に移設したた


